


 

はじめに

お願い

おことわり

お使いになる前に必ず、取扱説明書をお読みください。

こ の た び はＩＨＩアグリテック リモコン小型ハンマーナイフモア

をお買い上げいただきありがとうございました。

この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項について記載しています。

本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、内容を理解して

正しくお使いください。

また、お読みになった後も、この取扱説明書をいつも製品の近くに保存してください。

● この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく

ださい。

● 本製品を貸したり譲渡するときは、この取扱説明書を製品に添付してお渡

しください。

● この取扱説明書および安全銘板を、紛失または破損された場合は、速やか

に当社、または当社販売店にご注文ください。

● この取扱説明書には安全に作業していただくために、｢安全に作業するため

に｣を記載しています。ご使用前に必ずお読みください。

● ご不明なことや、お気付のことがございましたら、お買い上げいただいた

販売店へご相談ください。

● 本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際に

は本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場

合がありますので、あらかじめご了承ください。

● 本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載

もれなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。
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記号の見方

本製品の使用
目的について

危険
 

警告
 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う

ことになるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う

危険性があるものを示します。

注意
 

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあ

るものを示します。

取り扱いの注意 誤りやすい操作に対する注意を示します。

守らないと、機械の損傷や故障の原因となります。

☞ 〈参 考〉 作業能率を良くしたり、誤った操作をしないための補足

説明です。

本製品は、草刈作業を目的とした機械です。使用目的以外の作業や，機械

の能力を超える °以上の急傾斜の場所では使用しないでください。

使用目的以外の作業や改造などは決して行なわないでください。

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご

注意ください。（詳細は、保証書をご覧ください。）
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本文の概要

１章
安全な作業をするために

必ずお守りください

● 安全に関する重要な内容を、代表的な作業項目について説

明しています。個別の作業については、各項目を見てくだ

さい。また各安全銘板の内容と貼付位置を示します。
１

２章
サービスと保証に

ついて
● 保証書とアフターサービスについて説明します。 ２

３章
本機 各部の名称と

はたらき

● 本文中、本機について，よく使う部品の名前とその位置

はたらきについて説明します。
３

４章
リモコン送信機 各部の

名称とはたらき

● 本文中、リモコン送信機について，よく使う

操作系の名前，その位置とはたらきについて説明します。
４

５章
運転前・作業前点検

作業の準備のしかた
● 本機の点検箇所と、作業に適した服装などを説明します。 ５

６章 運転と作業のしかた
● エンジンの始動から移動走行のしかた、およびトラックで

の運搬のしかたを説明します。
６

７章
作業後の手入れの

しかた

● 機械を最良の状態にしておくために、毎作業後および

長時間使用しないときの手入れのしかたを説明します。
７

８章
モア・ゴムクローラの

取り扱い

● モアの点検・調整のしかたを説明します。

● ゴムクローラの点検・調整のしかたを説明します。
８

９章
定期の点検・整備の

しかた

● 長時間故障なく、本機を安全に使用するための点検・整備

のしかたを説明します。
９

１０章 不調診断のしかた
● 正常に作動しないときの点検・処置のしかたを説明しま

す。修理に出す前に確認してください。
１０

１１章 その他 ● 主な消耗品、標準付属品、仕様、配線図を説明します。 １１
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

●ここに記載されている注意事項は、安全に関する重大な内容です。必ず守って下さい。

●記載されている注意事項を守らないと、死亡を含む傷害や事故、機械の破損が生じるおそれが

あります。

※ご購入された製品によっては、該当しない内容も一部記載していますのでご了承ください。

一般的な注意事項

■ こんなときは、運転しない

● 過労、病気、薬物の影響、その他の理由により、作業に集中できない。

● 酒をのんだとき

● 妊娠しているとき

● 才未満の人

● 取扱説明書や警告ラベルの理解ができない人

守らないと

思わぬ事故の原因となります。

■ 作業に適した服装をする

はち巻き、首巻き、腰タオルは禁止です。ヘルメット・滑り止めのついた靴を着用し、作業に適し

た保護メガネ・防護具などを着け、だぶつきのない服装をしてください。

守らないと

機械に巻き込まれたり、滑って転倒するおそれがあります。

■ 夜間作業はしないでください

■ 心臓ペースメーカー等，医療用電気機器を使用されている方は医師や医療用電気機器メーカへ

本機械操作での影響の有無を確認のうえ使用してください。

■ 機械を他人に貸すときは

取扱方法をよく説明し、使用前に｢取扱説明書｣を必ず読むように指導してください。

守らないと

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそれがあります。

警告
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

運転する前に

■ 人を機械の近くに立ち入らせない

作業場の安全確認のための補助者以外は機械の近くに人を立ち入らせないでください。

補助者とは事前に合図等を機械作業のルール運用について打合せを行ってください。

守らないと

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。

■ エンジン始動時は、周囲の安全確認をする

エンジン始動時，モアの回転起動時は必ず周囲の安全を確認してください。

守らないと

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。

■ 寒冷時は暖機運転を実施する

寒冷時は暖機運転を必ず行なってください。

守らないと

機械の性能が十分に発揮できません。

■ マフラ・その付近の高温に注意

運転中およびエンジン停止直後のマフラ・その付近は高温ですので、触れないでください。

守らないと

ヤケドするおそれがあります。

■ 機械の改造禁止

純正以外や指定以外のアタッチメントを取り付けないでください。改造をしないでください。

守らないと

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。

■ 点検・整備を行なう

機械を使う前と後には必ず、点検・整備をしてください。クローラ・ベルトなどの走行・駆動装置

および電気部品、コードは確実に作動するように点検・整備してください。

〔守らないと〕

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。

■ 定期点検整備を受ける

年毎に定期点検を受け、各部の保守をしてください。特に油圧・燃料ホースは、年毎に交換し、

電気配線は年毎点検してください。

守らないと

整備不良による事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

警告

注意
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事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。

■ 点検・整備を行なう

機械を使う前と後には必ず、点検・整備をしてください。クローラ・ベルトなどの走行・駆動装置

および電気部品、コードは確実に作動するように点検・整備してください。

〔守らないと〕

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。

■ 定期点検整備を受ける

年毎に定期点検を受け、各部の保守をしてください。特に油圧・燃料ホースは、年毎に交換し、

電気配線は年毎点検してください。

守らないと

整備不良による事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

警告

注意

 

１章 安全な作業をするために必ずお守りください

作業前後の点検や整備をするとき

■ 注油・給油はエンジンが冷めてから行なう

エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・給油をしないでください。

守らないと

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。

■ 燃料補給時は火気厳禁

燃料補給時は、くわえ煙草や裸火照明は絶対にしないでください。

守らないと

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。

■ バッテリ点検時は火気厳禁

バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。

守らないと

バッテリに引火、爆発してヤケドなどを引きおこすおそれがあります。

■ バッテリは密閉型です。

分解しないでください。急速充電はしないでください。

守らないと

破損・液漏れにより火災事故を引きおこすおそれがあります。

■ 燃料もれに注意

燃料パイプが破損していると、燃料もれをおこしますので必ず点検してください。

守らないと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■ 燃料キャップをしめ、こぼれた燃料はふき取る

燃料を補給したときは燃料キャップを確実にしめ、こぼれた燃料はきれいにふき取ってください。

守らないと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■ 点検整備は平坦で安定した場所で行なう

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所でクローラの歯止めをして

点検整備をしてください。

守らないと

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。

危険

警告
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

■ マフラ・エンジン周りのゴミは取り除く

マフラやエンジン周辺部・ ベルトなど回転部に、芝・草・ゴミ・燃料などが付着していないか、

毎日作業前に点検してください。

守らないと

火災を引きおこすおそれがあります。

■ 電気部品・コードを必ず点検

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを毎日作業前

に点検してください。

守らないと

ショートして、火災をおこすおそれがあります。

■ 密閉型バッテリはメンテナンスフリーです。

バッテリ液の液面点検や補水の必要はありません。

分解しないでください。

守らないと

液漏れによる引火、爆発によるヤケドなどを引きおこすおそれがあります。

■ 排気ガスには十分に注意する

閉め切った室内などではエンジンを始動しないでください。エンジンは、通風しのよい室外で始動

してください。やむを得ず室内で始動する場合は、十分に換気をしてください。

守らないと

排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいたるおそれがあります。

■リモコン送信機 操作レバー類は必ず点検する

走行レバーや，その他スイッチ類にガタや遊び，引っ掛かりがないか，砂，草等の噛み込み

による操作系の障害がないか点検してください。

■ 高圧オイルに注意

油圧の継手やホースにゆるみや破損がないかを常に確認し、継手やホースを外す前には、油圧回路

内の圧力をなくしてください。

〔守らないと〕

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故をひきおこすおそれがあります。

警告

注意
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

■ バッテリの取り付け取り外しは正しい手順で行なう

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外します。

守らないと

ショートして、ヤケドや火災事故をおこすおそれがあります。

■ 点検整備中はエンジン停止

点検・整備・修理または、掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

守らないと

機械との衝突や下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。

■ カバー類は必ず取り付ける

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。

守らないと

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ 点検整備は過熱部分が十分冷めてから行なう

マフラやエンジンなどの過熱部分が十分に冷めてから点検整備をしてください。

守らないと

ヤケドをするおそれがあります。

■ 目的に合った工具を正しく使用する

点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を使用してください。また点検

調整に必要な工具は機械に常備しておいてください。

守らないと

整備不良で事故を引きおこすおそれがあります。

■ クローラの摩耗を点検する

クローラが著しく摩耗していたり，キズがついていないか確認してください。

守らないと

横滑りや，転倒，転落事故の原因になります。

注意

11



 

１章 安全な作業をするために必ずお守りください

運搬するとき

■ あゆみ板の上では、急発進・急旋回はしない

坂道やあゆみ板の上での走行は十分注意して行なってください。

急な発進・旋回を行わずゆっくり慎重に操作してください。

守らないと

あゆみ板の外れ，移動により転落などの事故をまねくおそれがあります。

■ 強度・長さ・幅の十分あるあゆみ板を使用する

積込み、積降しをするときは、平坦で交通の安全な場所で、トラックのエンジンを止め、動かない

ようにサイドブレーキを掛け車止めをしてください。

使用するあゆみ板は、幅・長さ・強度が十分あり、スリップしないものを選んでください。

あゆみ板の平行や安定は必ず確認してください。

守らないと

転落などの事故を引きおこすおそれがあります。

■ 運搬時はモアは接地させる

トラック等への積載・運搬中はモアを荷台床へしっかり接地させてください。

守らないと

ロープ等の固定力や運搬中の衝撃によりモア支持部が変形・破損するおそれがあります。

バランスを崩し、転落などの事故を引きおこすおそれがあります。

■ ロープでトラックに確実に固定する

トラックに乗せて移動するときは、強度の十分あるロープでトラックに機械を固定してください。

守らないと

荷台から機械が転落したりして、事故を引きおこすおそれがあります。

■ 最大積載量を超えて荷物は運搬しない

軽自動車の最大積載量は ｋｇです。本機械の総重量は ｋｇです。

軽トラックで運搬するときは，荷台に最大積載量を超える荷物は載せない。

守らないと

最大積載量を超えると，安全な走行が行えず交通事故を引き起こすおそれがあります。

又，法律によって運転手や荷主が罰せられます。

警告
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

移動や圃場へ出し入れするとき

■ 一般道路走行禁止

本製品は公道・一般道路は運行できません。

守らないと

道路交通違反により罰せられることがあります。

■ 周囲の安全を確認して、ゆっくりと発進する

周囲の安全を確認してからエンジンを始動し、急発進しないようにゆっくり発進してください。

守らないと

傷害事故をおこすおそれがあります。

■ 移動時は路肩に注意

溝・水路のある道路・ほ場では、路肩に十分注意してください。

水田の細い畔道などの凸湾曲路面では本機の底と路面が接してクローラが浮いてしまい

走行不能になることがあるので十分注意してください。

守らないと

転落事故をおこすおそれがあります。

■ 急な発進・停止・旋回やスピードの出し過ぎ禁止

発進･停止はゆっくりと行なってください。旋回するときはスピードを落としてください。

また凹凸道やカーブの多い場所では、十分速度を落としてください。

守らないと

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。

■ 溝を渡るときはあゆみ板を使用する

圃場に入るとき、溝をわたるとき、軟弱な場所を通るとき、必ずあゆみ板を使用してください。

あゆみ板は、幅・長さ・強度が機械に適したものを使用してください。

守らないと

スリップや転倒による事故をおこすおそれがあります。

■ 機械から離れるときは平坦で安定した場所へ停める

機械を傾斜地やぬかるんだところへ停めないようにしてください。

エンジンを止め作業機は地面に接地させて，クローラへ歯止めをしてください。

守らないと

機械が自然に動きだし、おもわぬ事故を引きおこすおそれがあります。

■ 人や荷物を載せない

本機械に人を乗せたり 荷物の運搬をしてはいけません。

守らないと

障害事故・機械の破損を引き起こす原因になります。

警告

注意
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

作業をするとき

■ 作業機の着脱は平坦な場所で行なう

作業機の着脱は、平坦で安定した場所で行なってください。夜間は適切な照明をしてください。

守らないと

事故を引きおこすおそれがあります。

■ 人や物を載せない

人が乗ったり，乗せたり，物を本機にのせないでください。

守らないと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ 機械と作業機の周辺に人を近づけない

機械を移動するときは、機械の周辺や作業機との間に人が入らないようにしてください。

守らないと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ 機械に作業機を装着するときは、作業機の取扱説明書を必ず読む

機械にモアおよびその他の作業機を装着するときは、事前に必ず作業機の取扱説明書を

よく読んでください。

守らないと

傷害事故や機械の破損を引きおこすおそれがあります。

■ 旋回に注意

旋回時は周囲の人や物に注意してください。

守らないと

モア作業機が衝突したりして、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ 保護具は必ず着用する

保護メガネ・ヘルメット・滑り止めのついた靴を必ず着用してください。

守らないと

傷害事故を負うおそれがあります。

■ 作業機の下にもぐったり、足を入れない

作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないでください。

守らないと

作業機が下がったとき、傷害事故を負うおそれがあります。

警告
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警告

 

１章 安全な作業をするために必ずお守りください

■ 作業前に、圃場内にある石などの障害物を取り除く

守らないと

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

■ 急な発進・停止・旋回やスピードの出し過ぎ禁止

発進・停止は、ゆっくりと行なってください。旋回するときは、十分スピードを落としてください。

また傾斜地や凹凸のあるところでは、速度を落としてゆっくりと移動してください。

守らないと

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。

■ 巻き付き、詰まり点検は必ずエンジン停止

ナイフ軸に巻き付いた草・つるを取ったり、作業機の詰まりを見るときは、必ずエンジンを停止し

てください。

守らないと

巻き込まれ事故・ケガをまねくおそれがあります。

■ 傾斜地では低速運転を行い・急な操作はしない

予め適正な速度設定を行い傾斜地で急な旋回等の急な操作は行わないようにしてください。

守らないと

転落事故、機械の損傷をおこすおそれがあります。

■ 子供を近づけない

子供には十分注意し、近づけないようにしてください。

子供やペットが近づいたら直ぐに作業を中止してください。

守らないと

傷害事故引きおこすおそれがあります。

■ 異常な振動が出たら、直ちに点検・修理を行なう

異常な振動が出たら直ちにエンジンを停止し、原因を調べて修理してください。

守らないと

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

■ モアの前方には、人を近づけないこと。立ち入らないこと。

草，木や砂塵が飛び出します。石などが飛び出すことがあります。

守らないと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ わき見，片手運転はしない

機械の周囲をよく見て プロポ送信機は両手でしっかりと持って操作してください。

守らないと

傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ 機械から離れるときは平坦地に置き、エンジンを止める

機械から離れるときは平坦で安定した場所に置き、エンジンを止めて、クローラ歯止めをしてください。

また作業機は地面に接地してください。

守らないと

機械が動き出し、事故をおこすおそれがあります。

警告
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

■ エンジン周辺の高温部はこまめに清掃を行う

刈草等が高温部に堆積しないようにこまめに清掃をおこなってください。

守らないと

火災を引きおこすおそれがあります。

■ 枯れ草の刈取り作業は、消火器を携行する

乾燥した枯れ草がエンジン・マフラやその付近の高温部に接触または、堆積すると熱により引火するお

それがあります。小型消火器または水筒に水を入れて携行してください。

守らないと

火災を引きおこすおそれがあります。

■ エンジン吸気スクリーンはこまめに清掃を行う

刈草等が吸気スクリーンへ堆積・付着しないようにエンジン始動前・作業後毎に必ず清掃をおこなって

ください。

特に夏季高温下での作業時はこまめに清掃をおこなってください。吸気スクリーンへ３０％程度の付

着が見られた場合は作業中であっても平坦で安全な場所に停車して清掃してください。

守らないと

エンジンが高温になり火災を引きおこすおそれがあります。

警告
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

作業終了後や格納するとき

■ 注油・給油はエンジンが冷えてから行なう

エンジン回転中やエンジンが熱い間は、絶対に注油・給油しないでください。

守らないと

燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。

■ シートは機械が十分冷めてからかける

機械にシートをかける場合は、マフラやエンジンが十分に冷めてからかけてください。

守らないと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■ 点検整備は平坦で安定した場所で行なう

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で、

左右クローラに歯止めをして点検整備をしてください。

守らないと

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。

■ マフラ・エンジン周りのゴミは取り除く

マフラやエンジン周辺に、芝・草・ゴミ・燃料などが付着していないか、毎日作業後に点検してく

ださい。

守らないと

火災事故を引きおこすおそれがあります。

■ 電気部品・コードを必ず点検

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを毎日作業後

に点検してください。

守らないと

ショートして、火災をおこすおそれがあります。

■ 長期格納時はバッテリとキーを外す

長時間使用しないで格納する場合は、バッテリを取り外し、キーを抜き取り保管してください。

守らないと

盗難等，思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。

危険

警告
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

■ 高圧オイルに注意

油圧の継手やホースにゆるみや損傷がないかを常に確認し、継手やホースを外す前には、油圧回路内

の圧力をなくしてください。

守らないと

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ バッテリの取り付け取り外しは正しい手順で行なう

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外します。

守らないと

ショートして、ヤケドや火災事故を引きおこすおそれがあります。

■ 点検整備中はエンジン停止

点検・整備・修理または掃除をするときは、必ずエンジンを停止し電源を切ってください。

守らないと

機械の下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。

■ カバー類は必ず取り付ける

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。

守らないと

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。

■ 点検整備は過熱部分が十分冷めてから行なう

マフラやエンジンなどの過熱部分が十分冷めてから点検整備をしてください。

守らないと

ヤケドをするおそれがあります。

■電装品に水を掛けないでください。

特にボンネットを取り外した状態で水洗いをすることはやめてください。

守らないと

故障や操作不能になり事故をおこすおそれがあります。

注意
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

安全銘板の貼り付け位置

安全に作業していただくために、安全銘板の貼り付け位置を示したものです。

安全銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼りなおして

ください。

本機  

部品番号 名 称 部品番号 名 称

コーションプレート 取説 警告 コーションプレート 高温 注意

コーションプレート 排ガス 警告 コーションプレート 取説 注意

コーションプレート 清掃 注意 コーションプレート 作業機 注意

コーションプレート 傾斜地 警告 コーションプレート 巻込 警告

コーションプレート 牽引 注意 コーションプレート 点検 警告

コーションプレート 油圧 警告 コーションプレート ｶﾊﾞｰ 注意

コーションプレート 傾斜地 注意 コーションプレート 巻込 警告

コーションプレート 火気 危険 コーションプレート ｽｸﾘｰﾝ 注意

5 

15 14 

13 

116 

12 

5 

8 

2 4 3 1 

7 

6 

11 10 9 

19



 

１章 安全な作業をするために必ずお守りください

機械を安全に使用していただくために、機械には安全銘板が貼られています。

それらの意味を以下に説明しています。

この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨します。

安全銘板（本機側）

１．警告

２．警告

死傷事故防止のため、下記および取扱説明書を読

み、理解して正しく取扱いください。 
始動 ●エンジンを始動する前に、本機クラッチ

レバーが " 切 " の位置、モア回転スイ

ッチが中立の位置になっていることを

確認してください。 
●エンジン始動時や走行操作・作業機操作

する時はかならず周囲に人がいないこ

とを確認してください。 
運転 ●保護具（ヘルメット・保護メガネ等）を

必ず着用してください。 
●本機上、作業機上に人は乗らないでくだ

さい。 
●緊急時は、リモコンや本機上の緊急停止

スイッチ（安全スイッチ）を押すと機械

が停止します。 
●作業は周囲に人や車等がいないことを

確認し、作業場所の石・空き缶等の硬い

物やビニールひも・針金等の巻き付き易

い物を取り除いてから行ってください。 
また、石・砂利の多い場所での作業は行

わないでください。 
駐機 ●必ず平坦な場所で本機を停止し、作業機

を降ろし接地させてください。 
やむをえず傾斜地で駐機する時は、クロ

ーラ部に輪止め処置をしてください。 
●機械から離れる時は、エンジンを停止し

てください。 
また、リモコンを本機上等に置いたまま

にしないでください 
 
 
エンジン排気ガスは人体に有害です。 
●室内および換気の悪い場所では、排気ガスが充

満するので、運転しないでください。 
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

．注意

．警告

．警告

６．警告

エンジン周囲やⅤベルト等の回転部分に、草や枯

葉などの可燃物がたまっていると、火災発生の原

因となることがあります。 
●火災の発生するおそれがある場所は、常時点検

と清掃を行ってください。 
●特にエンジンのマフラやシリンダフィン周囲は

念入りに清掃してください。

傾斜地で使用する場合は特に重大な事故につなが

るおそれがありますので次の事項を必ず守って安

全作業につとめてください｡

１．傾斜地では斜面の下方から等高線刈を行い上

方へと移動してください。

２．傾斜地での旋回はできるだけ避け、傾斜角度

の緩い所で旋回してください。また旋回する

時には、リモコン操作者は本機の旋回範囲外

の上方に位置して低速度で行ってください。

３．傾斜地での作業は本機の横転の危険性がある

ので、作業地の最大傾斜角度は４５゜を目安

とし、傾斜警報ブザーが発報した場合は直ち

に停止して安全を確認してください。

４．地形により傾斜角度が急激に変化したり、ま

た路面の状態によってはスリップすることが

ありますので、作業を開始する前に作業地の

状態をよく確認してください。

けん引ロープ掛け禁止

●本機に他機等をけん引する目的で、ロープ掛け

をしないでください。機体を破損するおそれがあ

ります。

☞ 本機後部２箇所のフックは車体固縛用です。 
 
 
油圧機器および配管類の点検時は、高温高圧のオ

イルに注意してください。

１．平坦な場所で作業機を接地させエンジンを停

止してから確認してください。

２．油温と油圧が下がってから点検してください。

３．油圧の継手やホースにゆるみや破損がないこ

とを確認してください。

４．継手やホースを外す前に油圧回路内の圧力を

なくしてください。

５．高圧オイルは皮膚を突き破ることがあり傷害

事故を引き起こすおそれがあります。漏れの

点検にはダンボール紙などの厚紙を使用して

ください。
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

７．注意

．危険

．注意

安全銘板（作業機側）

１０．注意

１．傾斜地での移動・作業時は、燃料タンク内の

燃料が少ないと、エンジンが停止する可能性

があります。早めの燃料給油を心掛け、傾斜

地での給油は避けましょう。

２．給油時は、清浄な燃料を使用し、ゴミ・水等

が混入しないよう注意しましょう。

３．エンジンオイル量が過多の場合、最大傾斜角

度近辺での作業時に、エンジンマフラより白

煙が発生する場合があります。作業前にオイ

ル量が適正レベルか確認しましょう。

火気厳禁

●給油口に火を近づけると火災になるおそれが

あります。

●給油中は、エンジンを停止してください。

☞ 本機の使用可能な燃料は“自動車用無鉛ガソ

リン”のみです。

刈払機などで使用される“混合ガソリン”は

使用できません。

作業中および作業終了直後は、マフラー周辺部は

高温です。

●さわるとやけどのおそれがあるので、触らない

でください。

本機を運転するときには、必ず取扱説明書をよく

お読み下さい。

１．作業に適した、だぶつきのない服装で行って

下さい。 
２．酒を飲んだとき、過労ぎみ、病気や妊娠して

いるときは、作業をしないで下さい。 
子供には運転させないで下さい。 

３．本機を運転するときは、周囲の安全を確認し

て下さい。 
４．運転前には、必ず点検や調整をして下さい。 
５．点検や調整をするときは、必ずＰＴＯなどの

動力遮断や動力停止（エンジン、電源など）

をしてから行って下さい。 
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

７．注意

．危険

．注意
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●給油口に火を近づけると火災になるおそれが

あります。

●給油中は、エンジンを停止してください。

☞ 本機の使用可能な燃料は“自動車用無鉛ガソ
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刈払機などで使用される“混合ガソリン”は
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作業中および作業終了直後は、マフラー周辺部は

高温です。

●さわるとやけどのおそれがあるので、触らない

でください。

本機を運転するときには、必ず取扱説明書をよく

お読み下さい。

１．作業に適した、だぶつきのない服装で行って

下さい。 
２．酒を飲んだとき、過労ぎみ、病気や妊娠して

いるときは、作業をしないで下さい。 
子供には運転させないで下さい。 

３．本機を運転するときは、周囲の安全を確認し

て下さい。 
４．運転前には、必ず点検や調整をして下さい。 
５．点検や調整をするときは、必ずＰＴＯなどの

動力遮断や動力停止（エンジン、電源など）

をしてから行って下さい。 
 

 

１章 安全な作業をするために必ずお守りください

１１．注意

１ ．警告

１ ．警告

６．点検・調整で取り外したカバー類は、必ず元

通りに取付けて下さい。 
７．他人に本機を貸すときは、必ず「取扱説明書」

をよく読んでから作業するようにすすめて

下さい。 
 
 
作業機に次のような異常があるときは、作業を中

止してエンジンを停止させ、ナイフ軸が停止した

のを確認してから適切な処置を行ってください。

１． ナイフの脱落、折損等により振動が発生した

とき。

２． ナイフ軸やナイフにワイヤ、ビニール、布等

の異物が巻き付いたとき。

３． 作業機から異音が発生したとき。

☞ 異物の巻き付き等でナイフ軸が停止した場合

は、リモコンのモア回転スイッチを“中立”

位置にしてください。

運転中又は回転中、フレールカッタに接触する

と、ケガをする事があります。

●ナイフ軸が回転中は、カッターカバー内に、足

や手を入れないで下さい。

●ナイフ軸の異物除去や刈刃の交換など回転

部の点検・整備や交換をする時は必ずエン

ジンを停止（キースイッチを ）してか

ら作業してください。停止しないと巻き込

まれて重大事故になるおそれがあります。

☞ クラッチレバーは“切”位置でも、エンジン

は停止してください。

●作業機を上げて点検・整備をする時はかな

らず作業機の下に落下防止用の台座（角材

など）を置いてください。作業機が落下し

て重大事故になるおそれがあります。
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

１ ．注意

１ ．警告

注意

運転中又は回転中に、ベルトカバーを開けると回

転物に巻き込まれケガをする事があります。 
●本機の運転中又はベルトの回転中は、ベルトカ

バーを開けないで下さい。 
 

点検・整備や交換をする時に、手や衣服が巻込ま

れ、ケガをするおそれがあります。

●エンジン停止後にベルトカバーを開けてくだ

さい。

☞ クラッチレバーは“切”位置でも、エンジン

は停止してください。

●ベルト、プーリー等の回転部分には絶対に手を

触れないでください。

吸気スクリーンは必ず取り付けて作業してくだ

さい。吸気スクリーンに刈草などが付着して

いるとエンジンオーバーヒートの原因になり

ます。

●エンジン始動前・作業後毎に必ず清掃してくだ

さい。

●吸気スクリーンの表面に３０％程度の付着が

見られた場合には作業中であっても安全な場

所に停車して必ずエンジンを停止してから

清掃を行ってください。
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吸気スクリーンは必ず取り付けて作業してくだ

さい。吸気スクリーンに刈草などが付着して

いるとエンジンオーバーヒートの原因になり

ます。

●エンジン始動前・作業後毎に必ず清掃してくだ

さい。
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所に停車して必ずエンジンを停止してから

清掃を行ってください。

 

１章 安全な作業をするために必ずお守りください

操作銘板の貼り付け位置

安全に作業していただくために、操作銘板の貼り付け位置を示したものです。

操作銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼りな

おしてください。

本機

部品番号 名 称 部品番号 名 称

コーションプレート ｷｰｽｲｯﾁ ヘンソクシジバン クラッチ

ダッシュボード ネームプレート ヘンソクシジバン 作業機昇降

スイッチ

 
 

4 

1 

5 

2 
3 
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

操作銘板

機械を安全に使用していただくために、機械には操作銘板が貼られています。

それらの意味を以下に説明しています。この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨

します。

１．コーションプレート キースイッチ

２．ダッシュボード ネームプレート

３．安全スイッチ 緊急停止スイッチ

３．ヘンソクシジバン クラッチ

４．ヘンソクシジバン 作業機昇降

●キースイッチ指示マーク 
①切 

本機電源  
②入 

本機電源  
 
 
 

 
●安全スイッチ(緊急停止スイッチ)表示マーク 
 
 
 
 
 
●安全スイッチ(緊急停止スイッチ)指示マーク 

①運転時位置。 
②緊急時に押すと③位置となり、エンジンが停

止し、電源が となります。 
③運転停止時位置。 

押しながら時計回りに回すと、①位置に復帰

します。 
 

●クラッチレバー位置指示マーク 
①切（ ）：エンジン始動時位置。 
②入（ ）：エンジン始動後位置。 

☞ 寒冷時にクラッチ「切」で、エンジンが始動し

やすくなります。 
 
 

●作業機昇降スイッチ指示マーク 
① 上昇 ：押している間作業機が上昇。 
② 下降 ：押している間作業機が下降。

 

① 

① ② 

① ② 
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１章 安全な作業をするために必ずお守りください

操作銘板

機械を安全に使用していただくために、機械には操作銘板が貼られています。

それらの意味を以下に説明しています。この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨

します。

１．コーションプレート キースイッチ

２．ダッシュボード ネームプレート

３．安全スイッチ 緊急停止スイッチ

３．ヘンソクシジバン クラッチ

４．ヘンソクシジバン 作業機昇降

●キースイッチ指示マーク 
①切 

本機電源  
②入 

本機電源  
 
 
 

 
●安全スイッチ(緊急停止スイッチ)表示マーク 
 
 
 
 
 
●安全スイッチ(緊急停止スイッチ)指示マーク 

①運転時位置。 
②緊急時に押すと③位置となり、エンジンが停

止し、電源が となります。 
③運転停止時位置。 

押しながら時計回りに回すと、①位置に復帰

します。 
 

●クラッチレバー位置指示マーク 
①切（ ）：エンジン始動時位置。 
②入（ ）：エンジン始動後位置。 

☞ 寒冷時にクラッチ「切」で、エンジンが始動し

やすくなります。 
 
 

●作業機昇降スイッチ指示マーク 
① 上昇 ：押している間作業機が上昇。 
② 下降 ：押している間作業機が下降。

 

① 

① ② 

① ② 

 

章 サービスと保証について

１． 保証書は大切に保管してください。

｢保証書｣はお客様が保証修理を受けられる際に

必要となるものです。お読みになった後は大切

に保管してください。

（保証書は、本書最終ページに｢安全説明確認カ

ード｣と共に添付してあります）なお、ご使用中

の事故やご不審な点については購入先、または弊

社営業所（この説明書裏参照）にお気軽にお問合

せください。

〈連絡していただきたい内容〉

●本機型式名と製造番号

●モアの場合はモアの仕様

●ご使用状況（どんな作業をしていたら）

●どのくらい使用しましたか（使用時間）

●不具合が発生したときの状況を出来るだけ詳し

く教えてください。

本機型式名・製造番号

補修部品の供給年限について

この製品の補修用部品供給年限（期間）は、製

造打ち切り後８年です。ただし供給年限内であ

っても、特殊部品については納期などをご相談

させていただく場合もあります。補修用部品の

供給は原則的には上記の供給年限で終了しま

すが、供給年限経過後であっても、部品供給の

ご要請があった場合には納期および価格につ

いてご相談させていただきます。

本機型式 製造番号 
記載位置 
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３章 本機 各部の名称 と はたらき

．本機部

エンジン 燃料タンク 

モア 作業機 

非常停止ボタン 

エアクリーナ 

排気口 

クローラ 

モア昇降シリンダ 

ボンネット:左 

アワメータ 

キースイッチ 

ボンネット:右 
12V バッテリ 

燃料キャップ 

ランプ 

ベルトカバー 

モア昇降スイッチ 

吸気スクリーン 

クラッチレバー 

作動油レベルメータ 

本機ガード 
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３章 本機 各部の名称 と はたらき

．本機部

エンジン 燃料タンク 

モア 作業機 
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クラッチレバー 

作動油レベルメータ 

本機ガード 

 

３章 本機 各部の名称 と はたらき

スイッチ関係

①キースイッチ

注意

機械を使用しないときは必ずキーを抜いて，

安全な保管場所にキーを保管してください。

●機械を始動・停止する際に使用します。

「切」・・・エンジンが停止します。

リモコン送信機との通信が切れます。

この位置でキーを抜きとれます。

「入」・・・本機の各電装品の電源が入ります。

リモコン送信機でエンジンを

始動します。

②緊急停止スイッチ

●緊急時に押すことでただちにエンジンが止まり

機械の機能が停止します。

「停止」位置のときはエンジンはかかりません。

「運転」位置にするには一度押し込みながら

右に回して，スイッチを持ち上げます。

●緊急時以外はリモコン送信機の停止スイッチを

「 」にして本機のキースイッチを「切」

にして電源を切ってください。

③モア昇降スイッチ

●リモコン送信機との通信が切れている状態であ

ってもモアを上昇 下降できます。

「下降」側を押しているあいだモアが下降します。

「上昇」側をおしているあいだモアが上昇します。

④チョークレバー・スロットルレバー

●スロットルレバー

エンジン回転数の増減を行います。

エンジン回転が最高速の時に出力が最大にな

りますので，草刈作業中は左側いっぱいに

レバーを引いて作業を行ってください。

本機の輸送中はスロットルレバーを右側一杯の

位置にしてください。

燃料コック「閉」となります。

●チョークレバー

エンジンが冷えているときは始動時に「閉」の

位置で始動してください。

エンジンの爆発音がきこえたら「開」の位置へ

戻します。

●スロットルレバーとチョークレバーの操作は

リモコン送信機では操作できません。

キースイッチ 

切 入 

緊急停止スイッチ 

モア昇降スイッチ 

下降 上昇 

低速 高速 

スロットルレバー 

チョークレバー 

開 閉 
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３ 電装関係

①アワメータ

 
●アワメータ 

アワメータは、総運転時間を示します。 
本機・エンジン・モアの定期点検・整備は窓の数

字に基づいて実施してください。 

右端の数字２桁は 時間（ 分），

時間 分 ３６秒 を表します。

②ランプ

●３色ランプの点灯・点滅により運転状態や

警告を示します。

●黄色ランプ

●赤色ランプ

   

３章 本機 各部の名称 と はたらき

クラッチ・フック関係

①クラッチレバー

●エンジンの回転動力を伝達して

油圧ポンプを回転させます。

クラッチレバーが「入」の状態でリモコン

送信機からの指令を受けることで走行・旋回

・モアでの刈取り作業が行えます。

●寒いときやエンジンの始動性が悪い時は

クラッチを「切」の位置で始動してください。

②固縛用フック （本機後部に２箇所）

●運搬，メンテナンス，緊急時の際に

ロープ等を用いて固縛や本機の一部や全体を

吊り上げる為に使用します。

注意

このフックを使用して本機を地面に

置いたままで引きずらないでください。

又，けん引してはいけません。

車体部が破損するおそれがあります。

 

クラッチレバー 入 切 

固縛用フック 

00000.00 

アワメータ 

ランプ 
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３ 電装関係

①アワメータ

 
●アワメータ 

アワメータは、総運転時間を示します。 
本機・エンジン・モアの定期点検・整備は窓の数
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３章 本機 各部の名称 と はたらき

クラッチ・フック関係

①クラッチレバー
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油圧ポンプを回転させます。
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・モアでの刈取り作業が行えます。

●寒いときやエンジンの始動性が悪い時は

クラッチを「切」の位置で始動してください。

②固縛用フック （本機後部に２箇所）

●運搬，メンテナンス，緊急時の際に

ロープ等を用いて固縛や本機の一部や全体を

吊り上げる為に使用します。

注意

このフックを使用して本機を地面に

置いたままで引きずらないでください。

又，けん引してはいけません。

車体部が破損するおそれがあります。

 

クラッチレバー 入 切 

固縛用フック 

00000.00 

アワメータ 

ランプ 

 

３章 本機 各部の名称 と はたらき

●白色ランプ

赤・黄とのコンビネーション表示で下表の通り本機の傾斜状態を示します。

●ホーン

傾斜地での作業中に本機が４５度以上傾くと，ブザー音でオペレータにお知らせします。

※５２度以上では安全確保のため，モア作業機の回転を自動で停止します。

警告

本機械が使用可能な最大傾斜角度は４５度です。

急こう配のほ場での作業時はリモコン送信機のモニタで傾斜角度を確認してください。

安全確保と機械保護のため ４５度以上の傾斜地での作業は行わないようにしてください。

モア作業機回転停止 
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４章 リモコン送信機 各部の名称 と はたらき

●リモコン送信機の分解・改造をおこなうと，

保障・修理を受けることができなくなります。

１．リモコン送信機

 
警告

ショルダーバンド 

正面図 右側面図 左側面図 

キースイッチ 

スタートスイッチ 

モニタ ＬＥＤ 
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４章 リモコン送信機 各部の名称 と はたらき

●リモコン送信機の分解・改造をおこなうと，

保障・修理を受けることができなくなります。

１．リモコン送信機

 
警告

ショルダーバンド 

正面図 右側面図 左側面図 

キースイッチ 

スタートスイッチ 

モニタ ＬＥＤ 

 

４章 リモコン送信機 各部の名称 と はたらき

１．走行操作関係

①キースイッチ

リモコン送信機の電源 に使用します。

●電源を入れるとき

キースイッチを時計回りに回して

「 」の位置にします。

●電源を切るとき

キースイッチを反時計回りに回して

「 」の位置にします。

②スタートスイッチ

エンジンを始動させます。

スイッチを押している間，セルモータが回り

エンジンを始動させます。

セルモータが回り始めるまでしばらく

時間がかかります。

③左右走行レバー

本機の走行運転の操作をします。

レバーを倒す量で速度を調整します。

●左レバー・・・前進・後進

●右レバー・・・右旋回・左旋回

●左レバーを操作せずに右レバーのみの

操作を行うと，その場での旋回をします。

超信地旋回

④ダイヤル２ 速度設定ダイヤル

左レバーを最大に倒した時の本機の走行速度

を設定します。

●時計回りに回すと早く，反時計回りに回すと

遅くなります。

最高速度・・・

最低速度・・・

最大エンジン回転数時

 

⑤緊急停止スイッチ

●緊急時等，機能を停止させたい時に押すことで

ただちにエンジンが停止し，リモコン送信機の

電源がきれます。

●電源 後，再度本機の電源を するとき

はキースイッチ → ，緊急停止スイッチ

を引き上げてください。

⑥ダイヤル１

左右旋回反応感度切替ダイヤル

●右レバーで旋回操作した時の旋回反応の

感度を調整できます。

段階の感度があり，

１がゆるく， が敏感な感度になります。

モア操作関係

⑦スイッチ１

●モア回転スイッチ

草刈作業を開始します。

モアを回転させるときは

特に前方や周囲に人がいない

ことを確認してから行っ

てください。

●スイッチを下へ下げると

アップカット

●スイッチを上へ上げると

ダウンカット

このスイッチが中立の位置でのみ

エンジン始動が可能です。

モア回転方向を切り替えるときはモアの回転が

停止してから行ってください。

機械前方への刈草や石の飛散を抑えたい場合

はダウンカットを使用してください。

それ以外は，アップカットでの作業が効率良く

刈取りが行えます。

キースイッチ 

スタートスイッチ 

アップカット 

ダウンカット 

Ｏ 

Ｉ 

1 6 

緊急停止スイッチ 
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４章 リモコン送信機 各部のはたらき

⑧スイッチ２

●モア昇降スイッチ

モアを昇降させるときは手や体を可動部に

近づけないでください。

挟まれる恐れがあります。

操作後中立位置に戻るタイプのスイッチです。

●スイッチを下へ下げると

モアを一番上まで上げます。

●スイッチを上へ上げると

モアを⑨で設定した刈高さへ下げます。

傾斜地での旋回時はモアを上げてから旋回

するとスムーズな旋回が行えます。

⑨ダイヤル３

●刈高さ設定ダイヤル

ダイヤルを回してモアの刈高さを調整します。

⑩スイッチ４，５

●モアの刈高さを変更します。

●スイッチ４

押している間モアが下降します。

●スイッチ

押している間モアが上昇します。

⑪スイッチ モア高さ復帰スイッチ

●モアの高さを⑨で設定した位置へ戻します。

⑩のスイッチ４，５操作で動かした分が

戻ります。

⑫スイッチ８ ホーンスイッチ

●ホーン

押している間

ブザー音が出ます。

周囲の人へ接近を知らせ距離をとらせる合図

等に使用してください。

作業補助者がつく場合は事前に適切な合図

に関する打ち合わせを行って安全な作業に努

めてください。

上昇 

下降 

高 低 

スイッチ４ 
モア下降 

スイッチ５ 
モア上昇 

スイッチ６ 
モア高さ復帰 

スイッチ８ 
ホーン 
 

 警告
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４章 リモコン送信機 各部のはたらき

⑧スイッチ２

●モア昇降スイッチ

モアを昇降させるときは手や体を可動部に

近づけないでください。

挟まれる恐れがあります。

操作後中立位置に戻るタイプのスイッチです。

●スイッチを下へ下げると

モアを一番上まで上げます。

●スイッチを上へ上げると

モアを⑨で設定した刈高さへ下げます。

傾斜地での旋回時はモアを上げてから旋回

するとスムーズな旋回が行えます。

⑨ダイヤル３

●刈高さ設定ダイヤル

ダイヤルを回してモアの刈高さを調整します。

⑩スイッチ４，５

●モアの刈高さを変更します。

●スイッチ４

押している間モアが下降します。

●スイッチ

押している間モアが上昇します。

⑪スイッチ モア高さ復帰スイッチ

●モアの高さを⑨で設定した位置へ戻します。

⑩のスイッチ４，５操作で動かした分が

戻ります。

⑫スイッチ８ ホーンスイッチ

●ホーン

押している間

ブザー音が出ます。

周囲の人へ接近を知らせ距離をとらせる合図

等に使用してください。

作業補助者がつく場合は事前に適切な合図

に関する打ち合わせを行って安全な作業に努

めてください。

上昇 

下降 

高 低 

スイッチ４ 
モア下降 

スイッチ５ 
モア上昇 

スイッチ６ 
モア高さ復帰 

スイッチ８ 
ホーン 
 

 警告

 

４章 リモコン送信機 各部のはたらき

直進操作時に本機が寄っていく方向に対して

逆方向へスイッチ３を１回ずつ倒すことで少し

ずつ直進するように調整されます。

スイッチ３は操作後中立位置へ戻るタイプです。

●前進中に右に寄っていく場合

左レバーで前進中にスイッチ３を左方向へ倒

します。倒す回数を繰り返すことで効きが大き

くなります。

前進した後に左レバーを離して停止した状態

でスイッチ３を倒しても調整可能です。

スイッチ３操作直前の進行方向を調整すること

になります

●後進中に左へ寄っていく場合

左レバーで後進中にスイッチ３を右方向へ倒

します。倒す回数を繰り返すことで効きが大き

くなります。

後進した後に左レバーを離して停止した状態

でスイッチ３を倒しても調整可能です。

３．補助機能について

⑬モニタ

●モニタに本機の各種情報が表示されます。

： 動作モードを表示します。

リモコン送信機の⑥ダイヤル１で

選択中の数値が２桁目に表示されま

す。

１桁目は１で固定です。

： 発生中のエラーコードを表示

します。

章エラーコード一覧表参照して

ください。

： 本機の傾斜角度を表示します。

車体左右方向の傾斜角

＋は右側が下がった状態の角度

―は左側が下がった状態の角度

車体の前後方向の傾斜角度は表示

されません。

：本機のバッテリ電圧を表示します。

エンジン停止時は ～

エンジン運転中は ～

が正常な値です。

⑭直進性の修正 スイッチ３

●使用の過程で直進性がずれてきた場合

には，スイッチ３で調整することが

できます。

スイッチ３ 
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５章 運転前・作業前点検・作業の準備のしかた

 

●点検・整備・調節を行なうときは、必ずエンジ

ンを停止させ、クローラの歯止めをかけてから

行なってください。

●エンジン回転中やエンジンが熱い間は、注油・

給油は絶対にしないでください。ヤケドをする

おそれがあります。

●燃料補給時は、くわえ煙草・裸火照明は絶対に

しないでください。また燃料補給後は、燃料キ

ャップを確実に締め、こぼれた燃料はきれいに

ふき取ってください。守らないと火災の原因に

なります。

●燃料パイプが破損していると、燃料漏れを起こ

すので、必ず点検してください。守らないと、

火災を起こすおそれがあります。

●安全で快適な作業を行なうには、本機を使用す

る人が一日一回、作業前点検を行なうようにし

てください。異常箇所は直ちに整備し、作業終

了後も異常がないかチェックしてください。

●点検整備は交通の危険がなく、機械が倒れたり

動いたりしない平坦で安定した場所で、車止め

した上で行なってください。守らないと機械が

転倒するなど事故を起こすおそれがあります。

●運転・作業前の点検時にエンジンを始動して行

なう場合は、閉め切った室内で行なわないでく

ださい。

●運転・作業前点検をするときは、点検者以外の

人（特に子供）を近づけないでください。

●点検・整備をするときは、マフラやエンジンな

どの過熱部分が十分に冷めてから行なってく

ださい。守らないと、火傷を負うおそれがあり

ます。

●点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず

取り付けてください。守らないと、機械に巻き

込まれて、傷害事故を起こすおそれがありま

す。

 危険

１．作業者の体調・服装について

①体調について

作業を行なうときは、健康な状態で行なってくだ

さい。過労・病気・薬物の影響、その他の理由で

作業に集中できないときは、作業を行なわないで

ください。特に、お酒を飲んでいる・妊娠してい

る・ 才未満の人は作業を行なわないでくださ

い。

②服装について

●操作レバーや機械部品に引っかからない、だぶつ

きのない服装をしてください。

●安全靴などの滑り止めのついた靴を着用してく

ださい。

●ヘルメットを着用してください。

●作業によっては、保護メガネ・マスク・手袋など

の保護具を必ず着用してください。

※タオルをはち巻き・首巻き・腰タオルにして作業

を行なわないでください。

 注意

 警告
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５章 運転前・作業前点検・作業の準備のしかた

 

●点検・整備・調節を行なうときは、必ずエンジ

ンを停止させ、クローラの歯止めをかけてから

行なってください。

●エンジン回転中やエンジンが熱い間は、注油・

給油は絶対にしないでください。ヤケドをする

おそれがあります。

●燃料補給時は、くわえ煙草・裸火照明は絶対に

しないでください。また燃料補給後は、燃料キ

ャップを確実に締め、こぼれた燃料はきれいに

ふき取ってください。守らないと火災の原因に

なります。

●燃料パイプが破損していると、燃料漏れを起こ

すので、必ず点検してください。守らないと、

火災を起こすおそれがあります。

●安全で快適な作業を行なうには、本機を使用す

る人が一日一回、作業前点検を行なうようにし

てください。異常箇所は直ちに整備し、作業終

了後も異常がないかチェックしてください。

●点検整備は交通の危険がなく、機械が倒れたり

動いたりしない平坦で安定した場所で、車止め

した上で行なってください。守らないと機械が

転倒するなど事故を起こすおそれがあります。

●運転・作業前の点検時にエンジンを始動して行

なう場合は、閉め切った室内で行なわないでく

ださい。

●運転・作業前点検をするときは、点検者以外の

人（特に子供）を近づけないでください。

●点検・整備をするときは、マフラやエンジンな

どの過熱部分が十分に冷めてから行なってく

ださい。守らないと、火傷を負うおそれがあり

ます。

●点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず

取り付けてください。守らないと、機械に巻き

込まれて、傷害事故を起こすおそれがありま

す。

 危険

１．作業者の体調・服装について

①体調について

作業を行なうときは、健康な状態で行なってくだ

さい。過労・病気・薬物の影響、その他の理由で

作業に集中できないときは、作業を行なわないで

ください。特に、お酒を飲んでいる・妊娠してい

る・ 才未満の人は作業を行なわないでくださ

い。

②服装について

●操作レバーや機械部品に引っかからない、だぶつ

きのない服装をしてください。

●安全靴などの滑り止めのついた靴を着用してく

ださい。

●ヘルメットを着用してください。

●作業によっては、保護メガネ・マスク・手袋など

の保護具を必ず着用してください。

※タオルをはち巻き・首巻き・腰タオルにして作業

を行なわないでください。

 注意

 警告

 

５章 運転前・作業前点検のしかた

２．点検のしかた

安全で快適な作業を行なうために、本機を使用する人が一日一回作業前の点検を以下の要領に従い行な

ってください。異常箇所は直ちに整備してください。また、作業中に異常を感じたら、すぐに点検・整

備をしてください。

①本機の周りを回って見て

● クローラの接地面に亀裂，損傷 草の巻付き，堆積がありませんか・・・・・・・・・・・・

● クローラの張り状態は適正か・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 燃料の量と燃料漏れ、燃料パイプの損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・

● オイルタンクの量と汚れ、油漏れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● バッテリ電圧は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 各部の変形・損傷・汚れはありませんか

● 車体各部の損傷、ボルトのゆるみはありませんか

参考ページ

②エンジン周辺を見て

● エンジンオイルの量と汚れ、燃料漏れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・

● パイプ、ホースの損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● エアクリーナの汚れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ベルトの張り不足や、損傷，摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 吸気スクリーンに刈草くず，葉やゴミ等はありませんか・・・・・・・・・・・・・

● 配線コードの被覆のはがれや接触部のゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・・

参考ページ

③作業機（モア）関係

● ナイフの変形、損傷、取付ボルトのゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 本機とのリンク部の変形、損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ベルトの張り不足や，損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 油圧ホースに損傷，摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

参考ページ

④エンジンを始動して見て

● 排気ガスの色，エンジン回転数は正常ですか

● ランプ・メータ類の作動は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● エンジン始動後の異音・振動はありませんか

参考ページ

前回の点検で異常のあった箇所は必ず確認してください。

37



 

５章 作業の準備のしかた

３．リモコン送信機の充電

作業する際は，かならず前もってリモコン送信機のバッテリ充電を行ってください。

目安として満充電でおよそ 時間連続使用できます。

●充電器のプラグを家庭用の １００ コンセントに接続します。

コンセントに接続すると中央の赤色ランプが点灯します。

●充電器にバッテリーを取り付けます。

バッテリーを矢印の方向に押し込みながら下に押しつけます。 個同時に充電出来ます。

● ランプの表示 バッテリーと取り付けると ランプが下記点灯します。

・ 緑点滅 充電中 充電時間はおよそ 時間です。

緑点灯 充電完了

赤点滅・点灯 充電失敗

●充電が完了したらリモコン送信機へ

バッテリーを取り付けます。

矢印の方向へ押し込みながら下へ押し付けて

取り付けます。

４．燃料の給油

本機械は燃料ゲージがありません。

移動中や傾斜地での作業中に燃料が切れてしまうことが

ないようにこまめに残量を確認して早めに給油するようにしてください。

燃料満タンからの草刈運転時間の目安はおよそ 時間です。

１時間毎に給油するようにしてください。

●燃料キャップを外します。

●自動車用無鉛ガソリンを給油してください。

●給油後は燃料キャップを確実に締めてください。

ＬＥＤ２ 

ＬＥＤ１ 

バッテリー 

充電器 

＋  － 表示面を上

にします 

リモコン送信機 裏面 
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５章 作業の準備のしかた

３．リモコン送信機の充電

作業する際は，かならず前もってリモコン送信機のバッテリ充電を行ってください。

目安として満充電でおよそ 時間連続使用できます。

●充電器のプラグを家庭用の １００ コンセントに接続します。

コンセントに接続すると中央の赤色ランプが点灯します。

●充電器にバッテリーを取り付けます。

バッテリーを矢印の方向に押し込みながら下に押しつけます。 個同時に充電出来ます。

● ランプの表示 バッテリーと取り付けると ランプが下記点灯します。

・ 緑点滅 充電中 充電時間はおよそ 時間です。

緑点灯 充電完了

赤点滅・点灯 充電失敗

●充電が完了したらリモコン送信機へ

バッテリーを取り付けます。

矢印の方向へ押し込みながら下へ押し付けて

取り付けます。

４．燃料の給油

本機械は燃料ゲージがありません。

移動中や傾斜地での作業中に燃料が切れてしまうことが

ないようにこまめに残量を確認して早めに給油するようにしてください。

燃料満タンからの草刈運転時間の目安はおよそ 時間です。

１時間毎に給油するようにしてください。

●燃料キャップを外します。

●自動車用無鉛ガソリンを給油してください。

●給油後は燃料キャップを確実に締めてください。

ＬＥＤ２ 

ＬＥＤ１ 

バッテリー 

充電器 

＋  － 表示面を上

にします 

リモコン送信機 裏面 

 

６章 運転と作業のしかた

 リモコン送信機の取り扱い注意点

●作業の中断時等で，リモコン送信機から手を放すときは，必ずリモコン送信機のキースイッチを

にして電源を「 」にしてください。

●リモコン送信機を落下させると故障して本機の操作ができなくなる恐れがあります。

必ずショルダーバンドをかけて使用してください。

●操作時にレバー等に過大な力を加えると故障する恐れがあります。

適切な力で操作を行ってください。

●リモコン送信機が故障した場合でも，分解は行わないでください。

保障・修理を受けることができなくなります。

２  電源の入れかた

本機とリモコン送信機それぞれの電源を

入れる必要があります。

●本機

①本機の緊急停止スイチが「運転」の位置に

なっていることを確認する。

②本機のキースイッチを時計回りに１段階

回して電源を入れます。

本機の赤色ランプが点滅します。

●リモコン送信機

①キースイッチを時計方向へ回して「Ｉ」

の位置にします。

②緊急停止スイッチを押します。続けて，

引き上げます。

が青色点滅して，しばらくすると

点灯となりエンジン始動準備が整います。

緊急停止スイッチ 

ＬＥＤ 

３．電源の切りかた，エンジン停止のしかた

エンジンは本機・リモコン送信機どちらかの

電源を切ることで停止します。

作業終了時は本機とリモコン送信機それぞれの

電源を切る必要があります。

●本機

①キースイッチを反時計回りに回して「切」

の位置にするとランプが消灯して

電源が切れます。

エンジンが停止します。

②緊急時には緊急停止スイッチを押して電源を

切ります。

●リモコン送信機

①緊急停止スイッチを押すと電源が

切れます。併せてエンジンが停止します。

その後，キースイッチを「Ｏ」位置にします。

②キースイッチを「Ｏ」の位置にすることで

①同様に電源が切れます。

エンジン停止後はエンジン・マフラ付近等

高温部には冷めるまで触らないでください。

39



 

６章 運転と作業のしかた

４．エンジン始動のしかた

①前項２の通り本機とリモコン送信機の電源を

入れリモコン送信機の が青色に

点灯していることを確認します。

②モア回転スイッチが中立の位置になっている

ことを確認します。

このスイッチが入っていると安全のため

エンジンはかかりません。

③チョークレバー・スロットルレバー

●スロットルレバー

高速と低速の中間位置にしてください。

●チョークレバー

エンジンが冷えているときは

「閉」の位置にします。

④スタートスイッチを押し続けるとセルモータ

が回りエンジンが回転します。

●エンジンの燃焼爆発音が聞こえたらチョーク

レバーを「開」へ戻しエンジンが始動するま

でスタートスイッチを押し続けます。

●エンジン始動後は中間スロットルの位置で

数分間の暖機運転を行ってください。

走行運転のしかた 

走行や草刈操作には慣れが必要です。

慣れるまでは安全で広い場所で操作を繰り返し

行い，習熟してから作業を行ってください。

●傾斜地では本機の傾斜角度に注意して

度以上の傾斜地では運転しないでくだ

さい。ブザー音が発生した時はすみやかに進行

をやめて，ゆっくりと傾斜の緩やかな場所へ移

動してください。

●転倒・転落した場合は，火災の恐れがあります。

直ちにリモコン送信機と本機の電源を切って

ください。

●急激な方向転換はゴムクローラの早期摩耗や

欠損，又路面を荒らす原因になるばかりか，

危険です。ゆっくりとしたレバー操作をして

ください。

①前進・後進する場合は，「左レバー」を

それぞれ「前進」・「後進」側へ倒します。

車速はレバーを倒す量で調整できます。

②前進・後進しながら左右へ進路を変更する場合

は，左レバー操作と同時に「右レバー」を

「右旋回」・「左旋回」の方向へ倒すとその方向

へ進路を変更します。

レバーを倒す量で進路変更の旋回量を

調整できます。

モア回転スイッチ 
 

高速 低速 

閉 開 

スタートスイッチ 
 

 警告
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６章 運転と作業のしかた

４．エンジン始動のしかた

①前項２の通り本機とリモコン送信機の電源を

入れリモコン送信機の が青色に

点灯していることを確認します。

②モア回転スイッチが中立の位置になっている

ことを確認します。

このスイッチが入っていると安全のため

エンジンはかかりません。

③チョークレバー・スロットルレバー

●スロットルレバー

高速と低速の中間位置にしてください。

●チョークレバー

エンジンが冷えているときは

「閉」の位置にします。

④スタートスイッチを押し続けるとセルモータ

が回りエンジンが回転します。

●エンジンの燃焼爆発音が聞こえたらチョーク

レバーを「開」へ戻しエンジンが始動するま

でスタートスイッチを押し続けます。

●エンジン始動後は中間スロットルの位置で

数分間の暖機運転を行ってください。

走行運転のしかた 

走行や草刈操作には慣れが必要です。

慣れるまでは安全で広い場所で操作を繰り返し

行い，習熟してから作業を行ってください。

●傾斜地では本機の傾斜角度に注意して

度以上の傾斜地では運転しないでくだ

さい。ブザー音が発生した時はすみやかに進行

をやめて，ゆっくりと傾斜の緩やかな場所へ移

動してください。

●転倒・転落した場合は，火災の恐れがあります。

直ちにリモコン送信機と本機の電源を切って

ください。

●急激な方向転換はゴムクローラの早期摩耗や

欠損，又路面を荒らす原因になるばかりか，

危険です。ゆっくりとしたレバー操作をして

ください。

①前進・後進する場合は，「左レバー」を

それぞれ「前進」・「後進」側へ倒します。

車速はレバーを倒す量で調整できます。

②前進・後進しながら左右へ進路を変更する場合

は，左レバー操作と同時に「右レバー」を

「右旋回」・「左旋回」の方向へ倒すとその方向

へ進路を変更します。

レバーを倒す量で進路変更の旋回量を

調整できます。

モア回転スイッチ 
 

高速 低速 

閉 開 

スタートスイッチ 
 

 警告

 

６章 運転と作業のしかた

③その場で本機の向きを変更する場合は，

「左レバー」を操作せずに「右レバー」を

「右旋回」・「左旋回」へ倒すことで，

その場旋回（超信地旋回）をします。

６．最高速度の設定のしかた

速度設定ダイヤルの位置で左レバーを

最大に倒した時の本機の走行速度を設定します。

●時計回りに回すと早く，反時計回りに回すと

遅くなります。

最高速度・・・

最低速度・・・

最大エンジン回転数時

作業圃場の草の長さ・密生度に合わせて

速度を調整してください。

．停止・駐車のしかた

●本機から離れるときには，地盤のしっかり

した平坦で安定した場所を選び，軟弱地や

斜面など危険な所は避けて停車してください。

●やむを得ず斜面に止めるときは，必ず

クローラを斜面と平行にして，クローラには

歯止めを行ってください。

●モア作業機は地面に接地させてください。

①モア回転スイッチを中立位置にする。

②モアの回転が停止したことを確認する。

③モアを地面と接するまで下げる。

④本機および，リモコン送信機のキースイッチで

電源をきります。

．作業のしかた

●作業前にほ場内の石，ゴミ，缶，木等の障害物

を取り除いてください。飛散して障害事故お

よび，機械の故障をまねくおそれがあります。

●子供やペット，第三者が周りにいないか注意

してください。もし近づいたら直ちに作業，走

行を中止してください。

●ナイフ軸に異物が巻付いたときは，直ちにエ

ンジンを停止しナイフ軸の回転が停止してか

ら取り除いてください。

●本機のクローラ走行部への草・つる等の巻き

付きは取り除いてください。

●異常な振動が出ていると思われたら直ちにエ

ンジンを停止し，原因を調べてください。

●本機と操作者の距離が大きく離れると，本機

の動きを把握できなくなり危険です。操作は

本機の動きを把握できる 程度の距離ま

でで行ってください。

●モアを回転させるときや草刈作業中は本機の

前後には立ち入らないでください。

ナイフに付着した異物，刈った草や石等が飛

散することがあり危険です。

●ぬかるみや水たまりの多い場所では作業を行

わないでください。自走で脱出ができなくな

る恐れがあります。

●作業衣は長袖，長ズボンを着用し，帽子または

ヘルメット，保護メガネは必ず着用してくだ

さい。

●走行操作レバーを急激に倒さないでくださ

い。ゆっくり操作してください。

●わき見運転はしないでください。

●プロポ送信機の操作は必ず指で操作してくだ

さい。

「作業場所の下見」

作業を始める前に，作業場所の下見を行ってく

ださい。

●石，ビン，缶類， 等の障害物を取り除いてく

ださい。

●地形をよく把握してください。溝，段差，軟弱

地など危険な場所は目印を付けるなどしてく

ださい。

●旋回する場所を確認してください。特に傾斜

地での地盤を確認してください。

速度設定ダイヤル 
 

 警告

 警告
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６章 運転と作業のしかた

「刈取り作業」

①エンジンのスロットルレバーを高速側一杯に

して最高回転にします。

②モア昇降スイッチでモアを地面から

浮かせます。

③モア回転スイッチでモアを回転させます。

通常はアップカットを使用します。

④刈高さの調整

章リモコン送信機 各部のはたらき⑧～⑪を

参照して，ほ場に合った適切な刈高さにします。

取り扱いの注意

凹凸のはげしいほ場ではナイフと地面が接触し

やすく危険です。地面とナイフが接触しない

ように刈高さは高めに調整するように心がけて

ください。

①作業速度

良好な刈取り作業を行うために，モアナイフ軸

のスピードは常に最高回転になるようにして

ください。エンジンのスロットルレバーを

最高回転の位置にすることでナイフ軸の最高

スピード，エンジンの最高出力が得られます。

本機の作業速度は走行レバーを倒す量により

調整します。作業速度は，草の状態，仕上げ

刈高さ，運転者の慣れなどにより調整してくだ

さい。エンジンが停止したり回転が大きく低下

するような過負荷での刈取り作業はさけて

ください。

草丈が高く，密集した草によりエンジンへの負荷

が大きい場所では速度を落として作業をするか

刈高さを高くして刈取り，後からもう一度

仕上げ刈りをするなどして過負荷運転を避けて

ください。

②操作位置

本機の斜め後方に立って操作すると，進行方向

が分かりやすく操作がしやすくなります。

本機から５ｍ以上離れるようにして

ください。

取り扱いの注意

足元が安定する平坦地から操作をするように

してください。斜面での操作は足元が滑った時

や転倒により機械が意図せぬ動きをする恐れが

あり危険です。

歩いて移動する際には機械の走行を一旦止めて

から足元に注意して歩いてください。

③急斜面と平地の凸境界での作業

車体の底が地面とあたり走行不能になる恐れが

あります。又，モアを下げた状態では地面を

大きく削るおそれがあり危険です。

左右のクローラが平地，傾斜地と別れないよう

に走行してください。

④斜面の作業では，下方から作業を始めて

等高線に沿って刈りながら次第に上方へと移動

するように作業してください。

斜面上方から作業を行うと谷側の足場の

確認が困難なため危険です。

谷側に突然の窪みや段差があった場合，転倒する

恐れがあります。

⑤斜面作業での操作位置

斜面の上側の平坦地から本機を見下ろす位置で

操作します。本機の下側で操作をすると本機がス

リップや転倒したりした時に巻き込まれる恐れが

あります。

取り扱いの注意

長い草の刈取り作業や縦に長い斜面での作業等で

見通しが悪い場合にやむをえず本機の下側で

操作する場合は本機と操作者が縦に交差する前に

本機の走行を一旦止め 本機の斜め後方へ移動し

てから作業を再開してください。

⑥大小の転石が多量にある場所での走行は，石を

嚙み込みクローラを痛めたり，クローラ外れの

原因になりますので出来るだけ避けて走行する

ように注意してください。

⑦エンジンの冷却風取り入れ口にある吸気

スクリーンに張り付いた刈草等はこまめにとり

のぞいて清掃してください。エンジンオーバー

ヒートや作動油の過熱の原因となります。

⑧作業中，縁石や岩，切株等にナイフがあたり衝撃

があった場合には，直ちにエンジンを停止し，ナ

イフ，及び締付ボルトに曲がりや割れ，摩耗が生

じていないか点検してください。

異常があれば直ちに修理をしてください。

修理をしないまま作業をすると思わぬ事故につ

ながります。
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「刈取り作業」

①エンジンのスロットルレバーを高速側一杯に

して最高回転にします。

②モア昇降スイッチでモアを地面から

浮かせます。

③モア回転スイッチでモアを回転させます。

通常はアップカットを使用します。

④刈高さの調整

章リモコン送信機 各部のはたらき⑧～⑪を

参照して，ほ場に合った適切な刈高さにします。

取り扱いの注意

凹凸のはげしいほ場ではナイフと地面が接触し

やすく危険です。地面とナイフが接触しない

ように刈高さは高めに調整するように心がけて

ください。

①作業速度

良好な刈取り作業を行うために，モアナイフ軸

のスピードは常に最高回転になるようにして

ください。エンジンのスロットルレバーを

最高回転の位置にすることでナイフ軸の最高

スピード，エンジンの最高出力が得られます。

本機の作業速度は走行レバーを倒す量により

調整します。作業速度は，草の状態，仕上げ

刈高さ，運転者の慣れなどにより調整してくだ

さい。エンジンが停止したり回転が大きく低下

するような過負荷での刈取り作業はさけて

ください。

草丈が高く，密集した草によりエンジンへの負荷

が大きい場所では速度を落として作業をするか

刈高さを高くして刈取り，後からもう一度

仕上げ刈りをするなどして過負荷運転を避けて

ください。

②操作位置

本機の斜め後方に立って操作すると，進行方向

が分かりやすく操作がしやすくなります。

本機から５ｍ以上離れるようにして

ください。

取り扱いの注意

足元が安定する平坦地から操作をするように

してください。斜面での操作は足元が滑った時

や転倒により機械が意図せぬ動きをする恐れが

あり危険です。

歩いて移動する際には機械の走行を一旦止めて

から足元に注意して歩いてください。

③急斜面と平地の凸境界での作業

車体の底が地面とあたり走行不能になる恐れが

あります。又，モアを下げた状態では地面を

大きく削るおそれがあり危険です。

左右のクローラが平地，傾斜地と別れないよう

に走行してください。

④斜面の作業では，下方から作業を始めて

等高線に沿って刈りながら次第に上方へと移動

するように作業してください。

斜面上方から作業を行うと谷側の足場の

確認が困難なため危険です。

谷側に突然の窪みや段差があった場合，転倒する

恐れがあります。

⑤斜面作業での操作位置

斜面の上側の平坦地から本機を見下ろす位置で

操作します。本機の下側で操作をすると本機がス

リップや転倒したりした時に巻き込まれる恐れが

あります。

取り扱いの注意

長い草の刈取り作業や縦に長い斜面での作業等で

見通しが悪い場合にやむをえず本機の下側で

操作する場合は本機と操作者が縦に交差する前に

本機の走行を一旦止め 本機の斜め後方へ移動し

てから作業を再開してください。

⑥大小の転石が多量にある場所での走行は，石を

嚙み込みクローラを痛めたり，クローラ外れの

原因になりますので出来るだけ避けて走行する

ように注意してください。

⑦エンジンの冷却風取り入れ口にある吸気

スクリーンに張り付いた刈草等はこまめにとり

のぞいて清掃してください。エンジンオーバー

ヒートや作動油の過熱の原因となります。

⑧作業中，縁石や岩，切株等にナイフがあたり衝撃

があった場合には，直ちにエンジンを停止し，ナ

イフ，及び締付ボルトに曲がりや割れ，摩耗が生

じていないか点検してください。

異常があれば直ちに修理をしてください。

修理をしないまま作業をすると思わぬ事故につ

ながります。

 

６章 運転と作業のしかた

．トラックへの積み込み・

積み降ろしのしかた

●トラックへの積み込み・積み降ろしは、平坦で

交通の安全な場所で、トラックのエンジン

を止め，動かないようにサイドブレーキをかけ，

車止めをしてください。

●使用するあゆみ板（道板）は、幅・長さ

・強度が十分あり、スリップしないものを選び

あゆみ板がはずれないように，フックを

トラックの荷台にしっかりかけてください。

●車輌があゆみ板の上で横すべりしないよう

にクローラに付いた泥などを落としてください。

●あゆみ板の上では絶対に方向転換しない

でください。方向転換が必要な場合は、一旦

あゆみ板より降りてからやり直してください。

●本機の重心があゆみ板とトラック荷台の

継ぎ目を越えるときには，本機先端が急激に

上下に動きます（バタン現象）ので十分注意

して積み降ろしをしてください。

必ず遅いスピードで積み降ろしを行い，

予め周囲に物を置かないようにしてください。

①あゆみ板による積み込み・積み降ろし

〈あゆみ板の基準〉

●長さ・・・・車の荷台高さの 倍以上

●幅・・・・・２５ 以上

●強度・・・・ に十分耐えられるもの

●表面が滑らないように処理してあること

●あゆみ板は、左右段違いにならないようにし、

また荷台中心に対して左右均等な位置へ

確実に取り付けます。

〈積み込み〉

モア作業機があゆみ板に当らないように

上昇させます。

あゆみ板に対してまっすぐに方向を定めて

ゆっくり積み込みします。

あゆみ板から踏み外れないように、

レバー操作は慎重に操作してください。

積み込みが終了したらモアを荷台床に接地

させ，エンジンを停止します。

ロープで本機を確実に固定してください。

〈積み降ろし〉

積み込みと逆の手順で行ってください。

②運搬の方法

●丈夫なロープを本機に掛け、確実に固定してくだ

さい。モアは必ず荷台床に接地するまで下降させ

たのち，荷台の幅から出ないよう確実に固定して

ください。

守らないとトラックのブレーキを急にかけた時

などに，本機・モアが荷台から転落したり，はみ

出す等の思わぬ傷害事故の原因になります。

●本機後方側の左右にロープ固縛用フックが

あります。ロープを荷台とフックにかけて

動かないようにしっかり固定してください。

●本機前方はモア作業機が運搬走行中に浮かない

ように，下方向へ押し付けるようにしっかり固定

してください。

●最大積載量を超えて荷物は運搬しない

軽トラックの最大積載量は ｋｇです。

本機械の総重量は ０ｋｇです。

軽トラックで運搬するときは最大積載量を超

える荷物を荷台へ載せてはいけません。

守らないと

最大積載量を超えると，安全な走行が行えず

交通事故を引き起こすおそれがあります。

又，法律によって運転手や荷主が罰せられ

ます。

●軽トラックで運搬する際は，タイヤ空気圧を重荷

載用に調整してください。タイヤバースト

（パンク）の恐れやホイールを傷つける恐れが

あります。

 

 警告  警告
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６章 運転と作業のしかた

けん引の禁止

●この機械ではけん引作業は絶対しないで

ください。

けん引すると思わぬ重大事故になる恐れが

あります。

●故障時の本機本体のけん引はできません。

この機械は油圧駆動方式のため無理にけん引

すると油圧機器が破損する場合があります。

故障時はクレーンで吊り上げるか，コロを利用

して搬送可能な場所まで移動してください。

本機を吊り上げる時は上図の矢印部分

左右合計 箇所を使用してください。

後方：固縛用フック 左右

前方：誘導輪ブラケット 左右

●故障時等にクレーンやコロが無く，やむをえず

本機をけん引する場合には上図矢印部の

スプロケット固定用の ボルト６本

左右１２本 を抜き取ってください。

油圧モータとクローラが切り離れます。

搬送可能な場所までの最低限の移動にとどめ

てください。

警告
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警告

 

７章 作業後の手入れのしかた

．作業後の手入れ

●シートをかける場合はエンジンを停止し、

エンジンやマフラーが十分冷えたことを確

してからかけてください。

使用後はモアと走行部を水洗いし、水洗い後は

水分をよくふき取って、各グリス注入部（グリ

スニップル）にグリスアップを行なってくださ

い。

●点検・整備・修理をするときは、必ずエンジン

を停止してください。守らないと機械に巻き込

まれて、傷害事故を起すことがあります。

●点検・整備をするときは、マフラーやエンジン

の過熱部分が十分に冷めてから行なってくだ

さい。守らないと、ヤケドを負うおそれがあり

ます。

［取扱いの注意］

●電装品にはできるだけ水をかけないようにし

てください。故障の原因となります。

２．オイルクーラ類の清掃のしかた

吸気スクリーンとオイルクーラに刈草が付着し

ていると、オーバーヒート・油温上昇の原因に

なります。作業前、作業後には必ず点検、清掃

してください。

また、枯草・綿毛の多く乾燥した作業環境では

作業中にもこまめに点検・清掃してください。

吸気スクリーンの取っ手を持ち，上方に引き

抜いてください。

刈草などのゴミをスクリーンから取り除いて

ください。

中にあるオイルクーラの表面から刈草等ゴミ

を取り除いてください。圧縮空気を用いて

押し込まないでください。エンジン内部で詰ま

りオーバーヒートの原因となります。吸引式の

掃除機等を使用して清掃してください。

スクリーンを元の位置に戻します。

 危険

 注意

．クローラ走行部の清掃

草・つる等がたまっていたり，巻付いたりしてい

ると走行負荷の増加，クローラ異常摩耗や

外れの原因となりまりますので作業前・作業後は

必ず点検・清掃してください。

また、作業条件によっては作業中にも点検してく

ださい。

スプロケット周辺の刈草等の堆積物除去

転輪・誘導輪周辺の刈草等の堆積物除去

クローラへの石・木等の噛み込みがあれば

取り除いてください。

４．エンジン回り・Ｖベルト回りの清掃

刈草などがたまっていたり，巻き付いていたら

すみやかに取り除いてください。発火や早期破損

の原因となります。

５．エアクリーナの清掃

エアクリーナケース内部のゴミやエレメントへ

付着している草・ほこり等を取り除きます。

６．リモコン送信機の清掃

リモコン送信機に付着した油類や砂，泥汚れを

柔らかい布でよくふきとって清掃します。

レバー・スイッチ類が円滑に動くようにいつもき

れいな状態を維持してください。

又，汚れで文字が見えないことがないように

きれいに扱ってください。

走行レバーの根本に砂，ゴミや異物の噛み込みが

ないか丁寧に確認してください。噛み込みが見ら

れた場合はきれいに取り除いてください。

噛み込みがあったままで使用すると，意図せぬ動

きをする恐れがあり大変危険です。

吸気スクリーン 
 

転輪 
 

スプロケット 
 

誘導輪 
 

 警告
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７章 作業後の手入れのしかた

．長期間使用しない場合の手入れ

●格納する場合は、バッテリ端子からバッテリケ

ーブルを取り外し、キーを抜き取り保管してく

ださい。守らないと、事故を起こすおそれがあ

ります。

●リモコン送信機からバッテリを外し保管して

ください。付けたまま保管しているとバッテリ

液漏れ等の恐れがあります。

●本機のキーおよび，リモコン送信機は本機とは

離れた別の場所へ保管してください。

本機を長期間（３ヶ月以上）使用しない場合は、

次の要領で整備し格納してください。

乾燥した風通しの良い所でモアと地面の間に

板を敷きモアを降ろした状態にしてください。

外部の錆びやすい部分に防錆油、またはエンジン

オイル・グリスを塗ってください。

燃料タンクに燃料を満タンにしてください。空

にしておきますと水滴ができ、サビの原因にな

ります。エンジンのスロットルレバーを一番右

側（閉じの状態）にしてください。燃料コック

が閉じます。

キャブレタのフロートボウル内の燃料を抜きま

す。燃料受け容器をフロートボウル下に用意し

てスクリュを緩めます。

燃料の排出が終わったらスクリュを締めます。

もしくは，燃料コックを閉じた後にキャブレ

タ内の燃料がなくなるまでエンジンを運転

してください。

 
警告

スクリュ 
 

 

バッテリを完全に充電し、なるべく本機から取

り外して、風通しの良い冷暗所に保管してくだ

さい。また，車輌に取り付けたまま保管すると

きは、必ずアース側（－側）を取り外してくだ

さい。

キーを抜き取り、本機以外の離れた場所に

保管してください。

 

 

 

 

取り扱い注意

●バッテリは，使わなくても自然放電します。

３ヶ月に一度は充電器で完全充電して

ください。

容器 
 

フロートボウル 
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７章 作業後の手入れのしかた
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警告
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きは、必ずアース側（－側）を取り外してくだ

さい。

キーを抜き取り、本機以外の離れた場所に

保管してください。

 

 

 

 

取り扱い注意

●バッテリは，使わなくても自然放電します。

３ヶ月に一度は充電器で完全充電して

ください。

容器 
 

フロートボウル 
 

 

章 モア・ゴムクローラの取り扱い

 
 
 
 
 

．モアの取り外しのしかた

●モアの取り付け、取り外しは平坦で安定した場

所で行なってください。夜間は適切な照明をし

てください。守らないと、事故を引きおこすお

それがあります。

●本機を移動してモアを着脱するときは、本機の

周辺やモアの間に人が入らないようにしてく

ださい。守らないと、傷害事故を引きおこすお

それがあります。

●モアの取り付け、取り外し作業を行なうとき

は、必ずエンジンを停止させ、ナイフ軸の回転

が止まってから行なってください。 

●ハンマーナイフモア以外の作業機を装着する

場合は，事前に必ず取り扱い説明書をよく

読んでください。守らないと，障害事故や

機械の破損を引き起こします。

平坦な地面に本機を駐車し，モアを地面と接

するまで降ろしてエンジンを停止させてくだ

さい。

事前に油圧モータと油圧ホース接続部周辺を

きれい清掃にします。ホースを戻すときに間

違えないように目印をつけます。

油圧ホース３本をモアの油圧モータから外し

てください。

油圧ホース・油圧モータの内部にゴミ等

が入らないように養生してください。

モアと本機の接続部にあるスナップピンを

引き抜きます。（左右２本）

   ピンを抜きます。（左右２本） 
 

 

 
警告

作業機昇降スイッチ

●モア昇降スイッチでモアを下降させてモアの

フックからリンクアームを下側へ外します。

※この時エンジンは始動せずに本機のキーを

入れて本機のモア昇降スイッチを使用して

ください。エンジンを始動すると外した油圧ホ

ース先端から作動油が漏れます。

モア無しの状態で本機を移動させる場合は

個， １個のメスシートプラグ

を油圧ホース先端に締め付けてください。

●モアフックからリンクアームが左右両側

離れたらモアは自由に移動できます。

２．モアの装着のしかた

リンクアームをモアフックの下面に

沿わせるようにモア高さを合わせて

モアと本機を近づけます。

モアフックの奥までアームが移動したら

モア昇降スイッチでモアを「上昇」させて

フックにしっかり掛けます。

取り外し時の逆の要領で左右のピンを

差し込み，スナップピンで抜け止めを

します。

油圧ホースを油圧モータへ取り付けます。

油圧ホース 
 

油圧モータ 
 

スナップピン 
 

ピン 
 

モアフック 
 

リンクアーム 
 

フックのこの面にアー

ムを沿わせながら右か

ら左へ移動させます。 
移動させます 
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章 モア・ゴムクローラの取り扱い

油類の付着防止

●ゴムクローラに燃料や作動油が付着しないよう

に気を付けてください。もし付着した場合， 
  すぐふき取ってください。 

 
塩分に注意

●ゴムクローラを塩分の多い条件で使用すると，

内部の芯金が腐食して，故障の原因になり

ますのでなるべく避けてください。

やむをえず使用される場合は，使用後に

よく水洗いをしてください。

保管方法

●機械を長時間使用せずに保管する場合は，

なるべく直射日光を避けて，室内に保管して

ください。

 

 
警告

３．ゴムクローラの取り扱い，使用上の注意

●ゴムクローラは材料特性上，多くの特長を備え

ていますが，取り扱いを誤ると早期摩耗や破損

を起こす場合があります。

ゴムクローラの張力（張り具合）

ゴムクローラは，張力の管理が必要です。 
張力が緩いと，走行中に脱輪（ゴムクローラが

外れる現象）が発生しやすくなり，ゴムクロー

ラの故障の原因になります。 

９章定期点検 番・・・Ｐ 参照

走行路面

●下記のような路面を走行すると，ゴムクロ

ーラの接地面側に傷が発生しやすいのでなる

べく避けてください。やむを得ず走行する場

合は，急発進，急停車，急旋回をやめ，

ゆっくり走行してください。

守らないと，クローラ損傷の原因となり寿命

が短くなります。

「砕石路面，凹凸の激しい硬い岩盤

石の多い林道，切株の上，鉄筋，鉄くずの多

い場所」

●コンクリート等の壁にゴムクローラの端部

をこすりつけて走行すると，ゴムクローラの

端部に亀裂が発生しやすくなりますので注意

してください。

●大きく突出した凸部のある路面では，脱輪

が発生しやすいので，ゴムクローラの状態に

注意しながらゆっくりと走行してください。

 

走行方法

●縁石のような大きな段差のある場所での旋回

は避けてください。段差を乗り越すときは，段

差に対して直角に進入して乗り越えてくださ

い。

●平坦地から傾斜地への進入は片側のクローラ

に大きな荷重がかかりますので旋回は避けて

ゆっくり走行してください。

●片側のクローラを傾斜面に乗り上げた状態 
の長時間走行はさけてください。 
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章 モア・ゴムクローラの取り扱い

油類の付着防止
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が短くなります。

「砕石路面，凹凸の激しい硬い岩盤

石の多い林道，切株の上，鉄筋，鉄くずの多

い場所」

●コンクリート等の壁にゴムクローラの端部

をこすりつけて走行すると，ゴムクローラの

端部に亀裂が発生しやすくなりますので注意

してください。

●大きく突出した凸部のある路面では，脱輪

が発生しやすいので，ゴムクローラの状態に

注意しながらゆっくりと走行してください。

 

走行方法

●縁石のような大きな段差のある場所での旋回

は避けてください。段差を乗り越すときは，段

差に対して直角に進入して乗り越えてくださ

い。

●平坦地から傾斜地への進入は片側のクローラ

に大きな荷重がかかりますので旋回は避けて

ゆっくり走行してください。

●片側のクローラを傾斜面に乗り上げた状態 
の長時間走行はさけてください。 

 

９章 定期の点検・整備のしかた

章 モアの取り扱い

 
警告

．刈高さ調整のしかた

●刈高さの調整範囲は、 ～ ｍｍです。

●出荷時の刈高さは、 ｍｍにセットしてあり

ます。

● ユニット ヶ所の調整部があります。 ユ

ニット共同じ刈高さにしてください。

●一度に刈る芝の長さは、 ｍｍ以内にしてく

ださい。

●刈高さ調整を行うときは平坦で安定した場所

で行なってください。夜間は適切な照明をして

ください。守らないと、事故を引きおこすおそ

れがあります。

●刈高さ調整を行なうときは、必ずエンジンを停

止させ、ブレードの回転が止まってから行なっ

てください。 

 
刈高さ表 

 
 
①スペーサによる変更 

モアユニットを下降させ、駐車ブレーキをか

けたあとエンジンを停止してください。

１ユニットずつ、３ヵ所の調節ナットをゆる

めてください。 
 
 
 
 
 

●点検・整備は、交通の危険がなく車輌が倒れた

り動いたりしない平坦で安定した場所で、クロ

ーラに歯止めをしてから行なってください。守

らないと、転倒などの事故をおこすおそれがあ

ります。

●作業機を地面と接するまで降ろす。

●モア回転スイッチが「中立」の位置にあるか確

認し，クラッチレバーが「切」の位置にあるか

確認する。

●エンジンを止めて，キーを抜く

●夏場炎天下での作業後などの高温環境下での

運転後の燃料タンク内は，圧力が高まっている

ことがあります。平坦な場所で燃料キャップを

少しゆるめて燃料タンク内と外部の気圧差を

取り除いてください。燃料が噴き出し火災，や

けどの原因となります。

傾斜地では燃料キャップをゆるめないで

ください。

●半年毎に定期点検・整備を受け、各部の保守を

してください。特に油圧ホースなどのゴム類や

電気配線は２年毎に交換してください。守らな

いと整備不良による事故や機械の故障をまね

くおそれがあります。

●点検・整備・修理をするときは、必ずエンジン

を停止してください。

●点検・整備などで取り外したカバー類は、

必ず取り付けてください。守らないと、機械に

巻き込まれて傷害事故をおこすおそれがあり

ます。

 警告
点検・整備を毎日行なうことにより、機械の性能

が十分発揮され、安全で快適な作業が行なえます。

機械の整備不良による事故などを未然に防止する

ために、半年毎に販売店で定期点検・整備を受け、

各部の安全を確保してください。

特に油圧ホースなどのゴム類や電気配線は２年毎

に交換するようにして、常に機械を最良の状態で

安心して作業が行なえるようにしてください。

 

 火災の防止や整備性の確保のため，作業後は毎回， 
本機にたまった刈草・ゴミを清掃してください。 
 
 
 
 
 
[ 取り扱い注意 ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図矢印で示すエンジン燃料ポンプのストレーナ

部分へ直接高圧洗浄の液を掛けたり,圧縮空気を

当てることによる清掃は絶対に行わないでくださ

い。燃料ポンプが破損する恐れがあります。 
汚れはやわらかくきれいな布等でやさしく 
ふき取ってください。 

ストレーナ 
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９章 定期の点検・整備のしかた

 定期点検一覧表

本機 ○ 点検 ● 交換

アワメータ表示時間

実施項目

参

照

ペー

ジ

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

エンジンオイル

始業時から５時間毎に点検，必要に応じ補充

初回 時間，その後 時間毎に交換

● ● ●

油圧オイルフィルター ● ● ●

油圧オイル ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

エアクリーナエレメント
始業時か 時間毎に点検、 時間毎に掃除

● ●

クラッチプーリ・ ベルト
○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整

必要に応じて交換

燃料フィルタ １年毎に点検，必要に応じて交換

キャブレタのセジメントボウル １年毎に清掃

スパークプラグ １年毎に清掃，必要に応じて交換

マフラ スパークアレスタ １００時間毎に清掃

電気配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリスアップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吸気スクリーンの清掃 始業時，作業終了時毎に点検・清掃，作業中必要に応じて実施

オイルクーラの清掃 始業時もしくは作業終了後毎

エンジン冷却部清掃 始業時もしくは作業終了後毎

モア

ナイフの摩耗 始業時毎に点検

ナイフ締付けボルト ナイフ取付け作業毎

テンションプーリ・ ベルト
○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整

必要に応じて交換

グリスアップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴミ，草などの堆積清掃 始業時毎に点検・清掃

２．燃料・オイル・グリスについて

燃 料 自動車用無鉛ガソリン ℓ

エンジンオイル クラス以上 ℓ

油圧オイル シバウラ オイル ℓ

グリス 万能グリス 適量
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９章 定期の点検・整備のしかた

 定期点検一覧表

本機 ○ 点検 ● 交換

アワメータ表示時間

実施項目

参

照

ペー

ジ

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

エンジンオイル

始業時から５時間毎に点検，必要に応じ補充

初回 時間，その後 時間毎に交換

● ● ●

油圧オイルフィルター ● ● ●

油圧オイル ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

エアクリーナエレメント
始業時か 時間毎に点検、 時間毎に掃除

● ●

クラッチプーリ・ ベルト
○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整

必要に応じて交換

燃料フィルタ １年毎に点検，必要に応じて交換

キャブレタのセジメントボウル １年毎に清掃

スパークプラグ １年毎に清掃，必要に応じて交換

マフラ スパークアレスタ １００時間毎に清掃

電気配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリスアップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吸気スクリーンの清掃 始業時，作業終了時毎に点検・清掃，作業中必要に応じて実施

オイルクーラの清掃 始業時もしくは作業終了後毎

エンジン冷却部清掃 始業時もしくは作業終了後毎

モア

ナイフの摩耗 始業時毎に点検

ナイフ締付けボルト ナイフ取付け作業毎

テンションプーリ・ ベルト
○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整 ○ ○ ○ 調整

必要に応じて交換

グリスアップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴミ，草などの堆積清掃 始業時毎に点検・清掃

２．燃料・オイル・グリスについて

燃 料 自動車用無鉛ガソリン ℓ

エンジンオイル クラス以上 ℓ

油圧オイル シバウラ オイル ℓ

グリス 万能グリス 適量

 

９章 定期の点検・整備のしかた

４．各部のオイルの点検・交換のしかた

●エンジン回転中やエンジンが熱いときは、絶対に

注油しないでください。守らないと火災を起こし

たり、ヤケドをするおそれがあります。

●エンジン停止直後のオイル交換はしないでくだ

さい。守らないと火災を起こしたり、ヤケドをす

るおそれがあります。

①エンジンオイル

〈点検〉 時間作業する毎に点検してください。

機械を水平な面に配置します。

検油ゲージを抜いて先端をきれいに拭いてから

差込み、再び抜いてゲージの上限と下限の間にオ

イルがあるか調べます。不足しているときは、給

油口より検油ゲージ規定量まで入れてください。

Ａ：下限 Ｂ：上限

３．燃料の点検・給油のしかた

●燃料補給は、くわえ煙草や裸火照明は絶対

にしないでください。

●燃料を補給したときは、燃料キャップを確実に

締め、こぼれた燃料はきれいに拭き取ってくだ

さい。

●エンジン回転中やエンジンが熱い間は、絶対に

給油しないでください。守らないと、火災を起

こすおそれがあります。

●夏場炎天下での作業後などの高温環境下での

運転後の燃料タンク内は，圧力が高まっている

ことがあります。平坦な場所で燃料キャップを

少しゆるめて燃料タンク内と外部の気圧差を

取り除いてください。燃料が噴き出し火災，や

けどの原因となります。

燃料キャップを外して残量が少ないようでし

たら補給してください。 

〔取り扱いの注意〕

●タンク内の燃料が少ないと、斜面走行時に燃料

切れをおこす可能性があります。早めに給油し

てください。

●給油するときは，ゴミが入らないようフィルタ

ネットを外さないでください。フィルタネット

にゴミが詰まったときはゴミを取り除いてく

ださい。

 
危険

 
危険

 危険

燃料キャップ 

 警告

検油ゲージ 

給油口 
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９章 定期の点検・整備のしかた

〔取り扱いの注意〕

●オイルの量は、エンジン始動前か冷えていると

きに調べてください。

●オイルの量を点検するときは水平な所に止め

水平な状態で点検してください。

●交換した排油は、絶対に川や下水道に流したり

せずに、専門業者に引き取ってもらうなどの適

切な方法で処分してください。

〈交換〉

エンジン左下部のドレンプラグより油容器へ

排出してください。完全にオイルが排出された

らドレンプラグを締め、新しいオイルを給油口

から入れてください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エンジンオイル交換は、最初は 時間、 回

目以降は 時間毎、または 年毎のいずれ

か早い方にて交換してください。

給油にはロートを使用してこぼさないように

少量ずつ給油してください。

●エンジンオイルは必ず クラス以上

のものをお使いください。守らないとエンジン

故障の要因になります。

②油圧オイル（クローラ，モア回転用） 
 時間毎に交換してください。

 〈点検〉

オイルタンクのレベルゲージの油面を確認し、

中心より下にある場合は給油口より規定量（レ

ベルゲージの１ ２～２ ３）まで入れてくださ

い。 

給油口の外し方

ブリ－ザ付ブッシングを反時計方向に回すと

外れます。

ゴミ等異物を入れないように事前に周辺を清掃

してから給油してください。

給油後、ブッシングを締め込んでください。

交換

オイルタンク底部のドレンボルトより排出

してください。給油は上記の給油口より入れて

ください。

 
注意

ドレンプラグ 

レベルゲージ 

オイルタンク 

ブッシング：給油口 
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９章 定期の点検・整備のしかた

〔取り扱いの注意〕

●オイルの量は、エンジン始動前か冷えていると

きに調べてください。

●オイルの量を点検するときは水平な所に止め

水平な状態で点検してください。

●交換した排油は、絶対に川や下水道に流したり

せずに、専門業者に引き取ってもらうなどの適

切な方法で処分してください。

〈交換〉

エンジン左下部のドレンプラグより油容器へ

排出してください。完全にオイルが排出された

らドレンプラグを締め、新しいオイルを給油口

から入れてください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エンジンオイル交換は、最初は 時間、 回

目以降は 時間毎、または 年毎のいずれ

か早い方にて交換してください。

給油にはロートを使用してこぼさないように

少量ずつ給油してください。

●エンジンオイルは必ず クラス以上

のものをお使いください。守らないとエンジン

故障の要因になります。

②油圧オイル（クローラ，モア回転用） 
 時間毎に交換してください。

 〈点検〉

オイルタンクのレベルゲージの油面を確認し、

中心より下にある場合は給油口より規定量（レ

ベルゲージの１ ２～２ ３）まで入れてくださ

い。 

給油口の外し方

ブリ－ザ付ブッシングを反時計方向に回すと

外れます。

ゴミ等異物を入れないように事前に周辺を清掃

してから給油してください。

給油後、ブッシングを締め込んでください。

交換

オイルタンク底部のドレンボルトより排出

してください。給油は上記の給油口より入れて

ください。

 
注意

ドレンプラグ 

レベルゲージ 

オイルタンク 

ブッシング：給油口 

 

９章 定期の点検・整備のしかた

各部フィルタ交換のしかた

①油圧オイルフィルタの交換のしかた

油圧フィルタはカートリッジタイプに

なっています。最初は 時間， 回目

以降は 時間毎に交換してください。

ボンネットの外し方

〇印部の 本のボルトを右側ボンネットから

外します。

ボンネットを少し浮かせてからランプコネク

タと非常停止ボタンコネクタを本機のワイヤ

ーハーネスから取り外します。

交換

●油圧オイルを抜き取った後，フィルタの

カートリッジを左側に回して外します。

●新しいカートリッジの底面にあるゴム

リングにオイルを薄く塗り，手で確実に

取り付けてください。

●オイル交換後はレベルゲージの油面を点検

し，不足している場合は補充してください。

②エアクリーナエレメント

時間毎に清掃を行ってください。

時間毎に交換してください。 
 始業時に点検してください。

エアクリーナは吸入された空気に含まれている

砂塵を取り、シリンダ、ピストンリングの摩耗を

防ぎエンジンをいつも快調にする装置です。

ホコリの多いところで作業するときは，規定

時間になっていなくてもこまめに清掃を行い，

必要に応じて交換してください。

〈清掃と交換〉

 

２つの蝶ねじを緩めエアクリーナのカバーを

取り外します。

 

●エレメントをケースから取り外します。

●エレメントを軽くたたき，ほこりやゴミ，破片

を取り除きます。

●エレメントを点検し，損傷が見つかった場合は

交換します。

●柔らかいブラシや掃除機を使用し，エアクリ

ーナのカバーとケースからすべての埃やゴミ

を取り除きます。

作業中，ゴミが内部に侵入しないように注意し

てください。

●エレメントをケースに戻し，カバーを蝶ねじ

でしっかり取り付けます。

ランプコネクタ 

非常停止ボタンコネクタ 

フィルタカートリッジ 

蝶ねじ 

エレメント 

エアクリーナケース 

エアクリーナカバー 
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９章 定期の点検・整備のしかた

 

③燃料フィルタ 

年毎に点検・清掃を行い，必要に応じて

交換してください。 

タンクキャップ部から燃料を抜きとります。

エンジンをかけ，燃料タンクが空になるまで運

転します。

燃料システムを取り扱うときは以下の注意事項

を厳守してください。

●こぼれた燃料は即座に必ず完全にふき取って

ください。

●点検・清掃中は十分換気を行ってください。

●目の保護具を着用してください。

●燃料・ウエス等は安全な容器にいれて適切に

廃棄してください。

点検と交換

燃料タンク内部にある燃料フィルタを

点検します。

●燃料フィルタフィッテイングからホースを取

り外し六角ナットを回して燃料タンクから

燃料フィルタフィッテイングを取り

外します。

●燃料フィルタに埃やゴミがついていないか

検査します。必要に応じて清掃を行い，損傷が

見つかった場合は交換します。

●燃料フィルタフィッテイングの締付面にある

リングに切れ，裂け，劣化がないか点検

します。必要に応じて交換します。

●燃料フィルタフィッテイング，燃料ホース

を元通りに組付けます。

④キャブレタのセジメントボウル

年毎に点検・清掃を行ってください。

タンクキャップ部から燃料を抜きとります。

エンジンをかけ，燃料タンクが空になるまで運転

します。

スロットルレバーを一番右側の位置にして燃料

バルブを閉じます。

〈点検清掃・交換〉 

●セジメントボウルをキャブレタから取り外しま

す。 リングとフィルタースクリーンが内部に

あるので取り外します。

●セジメントボウル内のゴミ，異物等を完全に除

去します。

● リングとフィルタースクリーンに，切れ，破

損，劣化が無いか点検します。

必要に応じてクリーニングするか，取り替え

ます。

●フィルタースクリーンと リングをセジメント

ボウルに取り付けます。

●セジメントボウルをキャブレタへ締め付けま

す。 

燃料フィルタ 

燃料フィルタフィッテイング 

燃料タンク 

 
警告

スロットルレバー 

セジメントボウル 
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９章 定期の点検・整備のしかた

 

③燃料フィルタ 

年毎に点検・清掃を行い，必要に応じて

交換してください。 

タンクキャップ部から燃料を抜きとります。

エンジンをかけ，燃料タンクが空になるまで運

転します。

燃料システムを取り扱うときは以下の注意事項

を厳守してください。

●こぼれた燃料は即座に必ず完全にふき取って

ください。

●点検・清掃中は十分換気を行ってください。

●目の保護具を着用してください。

●燃料・ウエス等は安全な容器にいれて適切に

廃棄してください。

点検と交換

燃料タンク内部にある燃料フィルタを

点検します。

●燃料フィルタフィッテイングからホースを取

り外し六角ナットを回して燃料タンクから

燃料フィルタフィッテイングを取り

外します。

●燃料フィルタに埃やゴミがついていないか

検査します。必要に応じて清掃を行い，損傷が

見つかった場合は交換します。

●燃料フィルタフィッテイングの締付面にある

リングに切れ，裂け，劣化がないか点検

します。必要に応じて交換します。

●燃料フィルタフィッテイング，燃料ホース

を元通りに組付けます。

④キャブレタのセジメントボウル

年毎に点検・清掃を行ってください。

タンクキャップ部から燃料を抜きとります。

エンジンをかけ，燃料タンクが空になるまで運転

します。

スロットルレバーを一番右側の位置にして燃料

バルブを閉じます。

〈点検清掃・交換〉 

●セジメントボウルをキャブレタから取り外しま

す。 リングとフィルタースクリーンが内部に

あるので取り外します。

●セジメントボウル内のゴミ，異物等を完全に除

去します。

● リングとフィルタースクリーンに，切れ，破

損，劣化が無いか点検します。

必要に応じてクリーニングするか，取り替え

ます。

●フィルタースクリーンと リングをセジメント

ボウルに取り付けます。

●セジメントボウルをキャブレタへ締め付けま

す。 

燃料フィルタ 

燃料フィルタフィッテイング 

燃料タンク 

 
警告

スロットルレバー 

セジメントボウル 

 

９章 定期の点検・整備のしかた

６．スパークプラグの点検と交換 
年毎に点検・清掃を行い，必要に応じて

交換してください。

 始動が困難になったら交換してください。

 

 

スパークプラグには，さまざまなサイズと

熱価のものがあります。常に，指定された

交換用スパークプラグを使用してください。

さもないと，エンジンを損傷しかねません。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スパークプラグケーブルをスパークプラグの

ターミナルから取り外します。

●スパークプラグの周辺を念入りに清掃し，燃

焼室にゴミや破片が入らないようにします。

● のスパークプラグレンチを使用し，

スパークプラグをシリンダヘッドから取り

外します。

●ワイヤブラシ等を使用してスパークプラグを

清掃します。電極が変形していたり，焦げてい

たりする場合，またはセラミック部にひび割れ

がある場合は新しいスパークプラグへ交換し

ます。

●スパークプラグの電極ギャップが ｍｍ

であることを確認します。必要な場合は注意深

く電極を曲げて調節します。

●スパークプラグをシリンダヘッドに指で締め

てから で締め付けます。

●ケーブルをターミナルへ差し込みます。

７．マフラ，スパークアレスタ

時間毎に点検・清掃を行ってください。

●排気口の外周にある３つのねじを外して

スパークアレスタ（金網）を取り外します。

●硬い毛が付いたブラシを使い，スパークアレス

タのスクリーンを清掃します。

●スクリーンを曲げたり，穴が開かないように注

意して清掃します。

●マフラに穴やひび割れ，腐食，その他の損傷

がないか点検します。必要に応じて交換し

ます。

●マフラの取り付けフランジにひび割れ，破損，

その他の損傷が無いか点検します。併せて締付

ボルトに緩みがないか確認します。 。

●スパークアレスタを排気口へ取り付け

３つのねじで固定します。

 

 
注意

スパークプラグ 
排気口：スパークアレスタ 
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９章 定期の点検・整備のしかた

．パイプ類の点検について

●燃料パイプ，油圧ホースなど痛んで燃料もれ

油もれがないか，又，締付バンドがゆるんで

いないかも点検してください。

痛んでいなくても２年毎に交換してくださ

い。

電気配線の点検について

●配線コードが他の部品に接触していないか，

被服はがれや接触部のゆるみがないかを

毎日作業前に点検してください。

●バッテリや配線に付着している草や，ゴミは

作業前，作業後にきれいに取り除いてくださ

い。守らないと，ショートして火災をおこす

恐れがあります。

１０．バッテリの点検のしかた

 
 
 
●本製品のバッテリは密閉式です。液面の点検確認

や補水は必要ありません。 
  絶対に分解しないでください。 

守らないと液漏れによる引火、爆発による

ヤケドなどを引きおこすおそれがあります。

 
 

 
 
●バッテリの取り付けは、（＋）側を先に取り付け

てください。取り外すときは、（－）側から取り

外してください。守らないとショートしてヤケ

ドを負うおそれがあります。

●バッテリの（＋）とマイナス（―）を逆に接続

すると本機が故障する恐れがあります。外した

バッテリを再び接続する際は，間違えないよう

に注意してください。

●端子部の錆やゴミ等異物をしっかり取り除いて

ください。

●端子がゆるんでいる場合は，確実に締めつけて

ください。

取扱いの注意  

●急速充電はしないでください。 
●バッテリを交換するときは、必ず取扱い説明書の 

指定した容量のバッテリを使用してください。 
●環境保全と資源のリサイクルのため、交換した古 

いバッテリは、放置したり・捨てたりしないで 
ください。必ず、バッテリを購入した販売店に 
渡してください。資源としてリサイクルされま 
す。 

 危険

 注意

 危険

 
警告

56



 

９章 定期の点検・整備のしかた

．パイプ類の点検について

●燃料パイプ，油圧ホースなど痛んで燃料もれ

油もれがないか，又，締付バンドがゆるんで

いないかも点検してください。

痛んでいなくても２年毎に交換してくださ

い。

電気配線の点検について

●配線コードが他の部品に接触していないか，

被服はがれや接触部のゆるみがないかを

毎日作業前に点検してください。

●バッテリや配線に付着している草や，ゴミは

作業前，作業後にきれいに取り除いてくださ

い。守らないと，ショートして火災をおこす

恐れがあります。

１０．バッテリの点検のしかた

 
 
 
●本製品のバッテリは密閉式です。液面の点検確認

や補水は必要ありません。 
  絶対に分解しないでください。 

守らないと液漏れによる引火、爆発による

ヤケドなどを引きおこすおそれがあります。

 
 

 
 
●バッテリの取り付けは、（＋）側を先に取り付け

てください。取り外すときは、（－）側から取り

外してください。守らないとショートしてヤケ

ドを負うおそれがあります。

●バッテリの（＋）とマイナス（―）を逆に接続

すると本機が故障する恐れがあります。外した

バッテリを再び接続する際は，間違えないよう

に注意してください。

●端子部の錆やゴミ等異物をしっかり取り除いて

ください。

●端子がゆるんでいる場合は，確実に締めつけて

ください。

取扱いの注意  

●急速充電はしないでください。 
●バッテリを交換するときは、必ず取扱い説明書の 

指定した容量のバッテリを使用してください。 
●環境保全と資源のリサイクルのため、交換した古 

いバッテリは、放置したり・捨てたりしないで 
ください。必ず、バッテリを購入した販売店に 
渡してください。資源としてリサイクルされま 
す。 

 危険

 注意

 危険

 
警告

 

９章 定期の点検・整備のしかた

１１．グリスアップ（注油）について

グリスアップは 時間毎に点検していただき

ますが、作業に入る前に各箇所のグリスの点検

を行ない、必要ならばグリスアップしてくださ

い。

取扱いの注意

●グリスアップがおろそかになると，焼き付き

や，錆の原因となり，回転や作動が円滑に行わ

れなくなりますので，定期的にグリスアップを

行ってください。

●グリス注入量の目安は，手動式グリスガンで

～ 回レバー操作して注入される程度です。

グリスがあふれ出たらすぐに注入をやめてく

ださい。

２． ベルトの点検・調整について

時間毎に点検してください。

●エンジンが十分に冷えた状態で行なってくださ

い。守らないとヤケドを負うおそれがあります。

●取り外したボンネット，カバー類は衣服が巻き

込まれたりして危険ですので，点検・調整後は必

ず取り付けてから作業してください。

①各ベルトのサイズ

● 駆動ベルト

バンドー化学：

●モア駆動ベルト

バンドー化学：

② 駆動ベルトの点検・調整

●左右のボンネットを取り外します。

●クラッチレバー「入」の状態で ベルトの

中間部を下から約 Ｎ ２ｋｇｆ の力で

押して、ベルトのたわみが ±１ｍｍである

か、又ベルトの破損・損傷していないか調べ

てください。

●破損，損傷が見られる場合は交換してくださ

い。

●たわみが適正でないときは調整ボルトで

張りを調節します。

③テンションプーリの点検

●クラッチレバーを「切」の状態にします。

●テンションプーリを手で回してスムーズ

に回転するかゴリゴリ感，異音がしないか

点検します。

●スムーズに回転しない場合は交換してくださ

い。

 警告

調整ボルト 

テンションプーリ 

クラッチレバーの支点二箇所

付近の汚れを予めスプレー式

脱脂剤等できれいに落として

ください。 
その後，支点部にスプレー式

防錆潤滑剤を塗布してくださ

い。 
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９章 定期の点検・整備のしかた

④モア駆動ベルトの点検・調整

●ベルトカバーを取り外します。

●ベルトの中間部を約 Ｎ ｋｇｆ の力で

押して、ベルトのたわみが５±１ｍｍであ

るか、ベルトが破損・損傷していないか調べ

てください。

●破損，損傷が見られる場合は交換してくだ

さい。

●たわみが適正でないときはテンション

プーリで張りを調節します。

 

 

 

 
 
 
 
 

３．吸気スクリーン・オイルクーラの

清掃について

①吸気スクリーンの清掃
始業時・作業後毎に点検して刈草・ゴミなどを取
り除いてください。
作業中もこまめに取り除くことをこころがけ，
吸気スクリーンの表面に３０％程度の付着が見
られた場合には作業中であっても安全な場所に
停車して清掃を行ってください。

●吸気スクリーンを上方に引き抜いてください。

●刈草などのゴミを落としてください。

●吸気スクリーン内側にあるオイルクーラ

に付着したゴミはフィンを傷めないように

取り除いてください。

フィンの間は吸引式掃除機で清掃して

ください。

圧縮空気を用いてゴミを押し込んでの清掃

はしないでください。エンジン内部でゴミが

詰まりオーバーヒートの原因となります。

●吸気スクリーンに損傷がみられる場合は

すみやかに交換してください。

取り扱いの注意

吸気スクリーンやオイルクーラに刈草などのゴ

ミが付着していると、オーバーヒートの原因に

なります。始業前、作業後には必ず点検・清掃し

てください。綿毛や繊維の多い草等，乾燥した

環境等，作業条件によって作業中にもこまめに

点検・清掃してください。

テンションプーリ 
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９章 定期の点検・整備のしかた

④モア駆動ベルトの点検・調整

●ベルトカバーを取り外します。

●ベルトの中間部を約 Ｎ ｋｇｆ の力で

押して、ベルトのたわみが５±１ｍｍであ

るか、ベルトが破損・損傷していないか調べ

てください。

●破損，損傷が見られる場合は交換してくだ

さい。

●たわみが適正でないときはテンション

プーリで張りを調節します。

 

 

 

 
 
 
 
 

３．吸気スクリーン・オイルクーラの

清掃について

①吸気スクリーンの清掃
始業時・作業後毎に点検して刈草・ゴミなどを取
り除いてください。
作業中もこまめに取り除くことをこころがけ，
吸気スクリーンの表面に３０％程度の付着が見
られた場合には作業中であっても安全な場所に
停車して清掃を行ってください。

●吸気スクリーンを上方に引き抜いてください。

●刈草などのゴミを落としてください。

●吸気スクリーン内側にあるオイルクーラ

に付着したゴミはフィンを傷めないように

取り除いてください。

フィンの間は吸引式掃除機で清掃して

ください。

圧縮空気を用いてゴミを押し込んでの清掃

はしないでください。エンジン内部でゴミが

詰まりオーバーヒートの原因となります。

●吸気スクリーンに損傷がみられる場合は

すみやかに交換してください。

取り扱いの注意

吸気スクリーンやオイルクーラに刈草などのゴ

ミが付着していると、オーバーヒートの原因に

なります。始業前、作業後には必ず点検・清掃し

てください。綿毛や繊維の多い草等，乾燥した

環境等，作業条件によって作業中にもこまめに

点検・清掃してください。

テンションプーリ 

 

９章 定期の点検・整備のしかた

４．エンジン冷却部の清掃

エンジンが十分に冷えた状態で行なってくだ

さい。守らないとヤケドを負うおそれがありま

す。

始業時毎に清掃を行ってください。

●六角ボルト 対辺 を外し，シリンダー

ヘッドからヒートシールドを取り外します。

●シリンダフィンの間の刈草やゴミを丁寧に

取り除きます。

●マフラの周辺の刈草やゴミを取り除きます。

●付着物等の除去にあたり必要な場合は，ブラ

シに中性洗剤をつけ，砂粒や油性残留物を柔

らかくしてから取り除きます。

●六角ボルトを使ってヒートシールドを元通

りに固定します。

 

１５．ヒューズ，スローブローヒューズの点検

●ヒューズおよびスローブローヒューズは、必

ず規定容量（アンペア）のものを使用してく

ださい。守らないと、火災につながるおそれ

があります。

ヒューズの点検のしかた

●右側ボンネットを取り外します。

●ヒューズボックスのふたを開けます。

●ヒューズを抜き取り点検します。切れていれ

ば、規定容量のものと交換します。

重要

規定容量のヒューズと交換してもすぐ切れてし

まう場合は、お買い上げいただいた販売店、ま

たは弊社営業所にお問い合わせください。

スローブローヒューズ

・３０Ａ

重要

指定容量以外のヒューズは使用しないでくださ

い。 です。

参考

スローブローヒューズはヒューズの一種で万

一、配線回路（常時通電している回路）へ過大電

流が流れた場合、溶断して電流を遮断します。

溶断したらお買い上げいただいた販売店、また

は弊社営業所にお問い合わせください。

 

 警告

ヒートシールド 

六角ボルト 

ヒューズボックス 

ヒューズボックス 

 警告
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９章 定期の点検・整備のしかた

６．ゴムクローラの点検について

●ゴムクローラの左右の張りを等しくしてく

ださい。

●ゴムクローラを張りすぎると抵抗により

走行力が減少することがあります。

●張りが弱い状態で運転すると悪路・傾斜地等

でゴムクローラが外れる恐れがあります。

①ゴムクローラの張りの点検

作業前，作業後にクローラの張り具合を点検

し，必要に応じて調整してください。

●本機を平坦で安定した場所に停止してくだ

さい。

●クローラ上面に約 の角材を渡し，クロ

ーラの中央部が自重でたわむ量が５～

にあるか点検してください。

②ゴムクローラの張りの調整

●クローラ周辺に付着している泥などをとり

のぞいてください。

●ロックナットを緩めてから，ロックボルト

を緩めます。

●調整ボルトを出し入れして張りを調節しま

す。張りを強くする場合は時計方向へねじ込

み，緩める場合は反時計方向へ回します。

●ロックナットを締め付けます。

●車両を前後進させてなじませた後，張りを確

認してください。

●適正な張りになっていなければ，もう一度調

整してください。

③ゴムクローラの交換

●ジャッキ等でクローラ部を浮かせます。

●調整ボルトをゆるめて誘導輪を後方へ大きくス

ライドさせクローラを取り外します。

●交換後，接地させて張りを調整してください。

※ゴムクローラの張り調整や交換を行った

場合に本機の直進性が変わる場合があります。

直進性の再調整が必要な場合には購入店

または，弊社営業所へお問い合わせください。

④ゴムクローラの点検

ゴムクローラがつぎの状態になったら補修また

は交換が必要です。購入店または，弊社営業所に

依頼してください。

ラグの高さ

摩耗が進行してもゴムクローラは使用可能で

すが，滑りやすくなるだけでなく，けん引力が

低下してきますので，残りのラグ高さが，

以下になったら新品と交換してください。

スチールコードの露出

ゴムの摩耗や損傷によりスチールコードが露

出した場合は，新品と交換してください。

ゴムクローラのスチールコードの切断

   スチールコードの切断があるときは，すみや

かに交換してください。放置すると，作業中

に予告なしにゴムクローラが切れ，大きな事

故の原因になります。 
 
 カバーゴムの傷の補修

傷の長さ ｍｍ以上，深さ ｍｍ以上ある

ときは，補修をしてください。

傷の大きさは小さくてもスチールコードが見

えるときはすみやかに補修をしてください。

放置すると水が浸入してスチールコードが錆

びて切断することがあります。

ゴムクローラの芯金の離脱

ゴムクローラの芯金が１箇所以上離脱したも

のは新品と交換してください。

 警告

角材 

調整ボルト 
ロックナット 

誘導輪 
ロックボルト 

隙間を測定 

60



 

９章 定期の点検・整備のしかた

６．ゴムクローラの点検について

●ゴムクローラの左右の張りを等しくしてく

ださい。

●ゴムクローラを張りすぎると抵抗により

走行力が減少することがあります。

●張りが弱い状態で運転すると悪路・傾斜地等

でゴムクローラが外れる恐れがあります。

①ゴムクローラの張りの点検

作業前，作業後にクローラの張り具合を点検

し，必要に応じて調整してください。

●本機を平坦で安定した場所に停止してくだ

さい。

●クローラ上面に約 の角材を渡し，クロ

ーラの中央部が自重でたわむ量が５～

にあるか点検してください。

②ゴムクローラの張りの調整

●クローラ周辺に付着している泥などをとり

のぞいてください。

●ロックナットを緩めてから，ロックボルト

を緩めます。

●調整ボルトを出し入れして張りを調節しま

す。張りを強くする場合は時計方向へねじ込

み，緩める場合は反時計方向へ回します。

●ロックナットを締め付けます。

●車両を前後進させてなじませた後，張りを確

認してください。

●適正な張りになっていなければ，もう一度調

整してください。

③ゴムクローラの交換

●ジャッキ等でクローラ部を浮かせます。

●調整ボルトをゆるめて誘導輪を後方へ大きくス

ライドさせクローラを取り外します。

●交換後，接地させて張りを調整してください。

※ゴムクローラの張り調整や交換を行った

場合に本機の直進性が変わる場合があります。

直進性の再調整が必要な場合には購入店

または，弊社営業所へお問い合わせください。

④ゴムクローラの点検

ゴムクローラがつぎの状態になったら補修また

は交換が必要です。購入店または，弊社営業所に

依頼してください。

ラグの高さ

摩耗が進行してもゴムクローラは使用可能で

すが，滑りやすくなるだけでなく，けん引力が

低下してきますので，残りのラグ高さが，

以下になったら新品と交換してください。

スチールコードの露出

ゴムの摩耗や損傷によりスチールコードが露

出した場合は，新品と交換してください。

ゴムクローラのスチールコードの切断

   スチールコードの切断があるときは，すみや

かに交換してください。放置すると，作業中

に予告なしにゴムクローラが切れ，大きな事

故の原因になります。 
 
 カバーゴムの傷の補修

傷の長さ ｍｍ以上，深さ ｍｍ以上ある

ときは，補修をしてください。

傷の大きさは小さくてもスチールコードが見

えるときはすみやかに補修をしてください。

放置すると水が浸入してスチールコードが錆

びて切断することがあります。

ゴムクローラの芯金の離脱

ゴムクローラの芯金が１箇所以上離脱したも

のは新品と交換してください。

 警告

角材 

調整ボルト 
ロックナット 

誘導輪 
ロックボルト 

隙間を測定 

 

９章 定期の点検・整備のしかた

１７．ハンマーナイフモアの点検について

●ハンマーナイフモアは高速で回転するので，バ

ランスがくずれると異常振動が発生して作業

者や周囲に危険となるばかりでなく車両の各

部損傷の原因となります。異常振動が発生した

らただちに運転を停止し，原因を確認して修理

してください。守らないと事故・ケガ・機械の

故障をまねく恐れがあります。

●ナイフの交換時など，モアの下部に手や体を入

れる場合はナイフ軸の回転が完全に停止した

のを確認後，落下防止金具を取り付けてから行

ってください。守らないと事故・ケガをまねく

恐れがあります。

●ナイフを交換するときは、エンジンを停止さ

せナイフが回転していないことを確認してか

ら行ってください。

●ナイフが破損・脱落している場合は必ず，新

品と交換してください。ナイフは研磨して使

用しないでください。ナイフに割れが発生す

る恐れがあり，大変危険です。

●ナイフ交換するときは、ケガをしない様に厚

手の手袋などを使用し、十分注意してくださ

い。

●ナイフを交換する際には，必ず，メーカ純正

品を使用してください。メーカ純正品以外の

使用による故障・事故については保障の対象

外となります。

①ナイフを交換する時は原則として全数新品に

交換してください。やむを得ず一部を交換す

る場合は，必ず左右対称になるように交換し

てください。

②ナイフ締付ボルトが確実に締まっているか点

検してください。ゆるんでいたら必ず増締め

してください。

③ナイフは両面刃を使用していますので，片面

が摩耗したときは，２枚のナイフを左右に入

れ替えてください。

④ボルト・ナットに著しい変形がある場合は，

ボルト・ナットを新品に交換してください。

⑤外観点検を必ず作業前・作業後に行ってくだ

さい。カバー類やモア本体に破損がないか確

認してください。破損がある場合はすみやか

に交換・修理してください。

１８．飛散防止ゴムの点検・交換について

●飛散防止ゴムは，草刈作業時に，石等の異物が

本機周辺に飛散するのを防ぐ役割がありま

す。

変形・破損していると周囲に異物が直接飛散

することになり，非常に危険です。

①飛散防止ゴムの切れ・変形や破損等を確認し

たら，ただちに作業を中止し，部品を交換し

てください。
②取り付けボルトにゆるみはないか確認して

ください。

 

 警告  警告

飛散防止ゴム 
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章 不調診断のしかた

●もし機械の調子が悪いときは、表を参考にし、必ずエンジンを止めてから診断してください。

．エンジン関係

状 況 点 検 箇 所 処 置

スタートスイッチを回

してもスタータが回ら

ない。

緊急停止スイッチが効いていませ

んか。

モア回転スイッチが効いていませ

んか。

緊急停止スイッチを解除する。

モア回転スイッチを「中立」の位置にす

る。

バッテリ電圧は正常ですか，また

は、放電していませんか。

バッテリ電圧を確認し、満充電してく

ださい。

バッテリ端子部がゆるんでいた

り、腐食したりしていませんか。

端子部を清掃し確実に締め付けて、グ

リスを塗布して防錆してください。

ヒューズが溶断していませんか。 新しいヒューズと交換してください。

電気配線が故障していませんか。 サービス工場で修理または交換してく

ださい。

セルモータが故障していません

か。

サービス工場で修理または交換。

スタータは回るがエン

ジンが始動しない。

燃料タンクに燃料が入っています

か。

ガソリンを補給してください。

燃料フィルタが目つまりしていま

せんか。

燃料フィルタの清掃・交換

スロットルレバーが全閉の位置に

なっていませんか。

スロットルレバーを左へ動かして燃料

が流れるようにしてください。

エンジンが始動しにく

い。

スパークプラグの火花は正常です

か。

電極間隙の調整

スパークプラグの清掃・交換

燃料は劣化していませんか，

汚れていませんか。

新しいガソリンと交換してください。

サービス工場で修理または交換。

キャブレタが目つまりしていませ

んか。

清掃・修理または交換してください。

エンジンが過熱する。

（オーバーヒート）

吸気スクリーンが目つまりしてい

ませんか。

吸気スクリーンの点検・清掃

オイルクーラのフィンが目つまり

していませんか。

オイルクーラの清掃

エンジン冷却部のヒートシールド

部が刈草等で目つまりしていませ

んか。

ヒートシールドを取り外して点検・

清掃してください。

エンジンオイルが不足していませ

んか。

エンジンオイルを補給してください。

過負荷運転をしていませんか。 走行速度をおとし，モア刈高さを上げ

負荷を軽くしてください。

 
警告
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章 不調診断のしかた

●もし機械の調子が悪いときは、表を参考にし、必ずエンジンを止めてから診断してください。

．エンジン関係

状 況 点 検 箇 所 処 置

スタートスイッチを回

してもスタータが回ら

ない。

緊急停止スイッチが効いていませ

んか。

モア回転スイッチが効いていませ

んか。

緊急停止スイッチを解除する。

モア回転スイッチを「中立」の位置にす

る。

バッテリ電圧は正常ですか，また

は、放電していませんか。

バッテリ電圧を確認し、満充電してく

ださい。

バッテリ端子部がゆるんでいた

り、腐食したりしていませんか。

端子部を清掃し確実に締め付けて、グ

リスを塗布して防錆してください。

ヒューズが溶断していませんか。 新しいヒューズと交換してください。

電気配線が故障していませんか。 サービス工場で修理または交換してく

ださい。

セルモータが故障していません

か。

サービス工場で修理または交換。

スタータは回るがエン

ジンが始動しない。

燃料タンクに燃料が入っています

か。

ガソリンを補給してください。

燃料フィルタが目つまりしていま

せんか。

燃料フィルタの清掃・交換

スロットルレバーが全閉の位置に

なっていませんか。

スロットルレバーを左へ動かして燃料

が流れるようにしてください。

エンジンが始動しにく

い。

スパークプラグの火花は正常です

か。

電極間隙の調整

スパークプラグの清掃・交換

燃料は劣化していませんか，

汚れていませんか。

新しいガソリンと交換してください。

サービス工場で修理または交換。

キャブレタが目つまりしていませ

んか。

清掃・修理または交換してください。

エンジンが過熱する。

（オーバーヒート）

吸気スクリーンが目つまりしてい

ませんか。

吸気スクリーンの点検・清掃

オイルクーラのフィンが目つまり

していませんか。

オイルクーラの清掃

エンジン冷却部のヒートシールド

部が刈草等で目つまりしていませ

んか。

ヒートシールドを取り外して点検・

清掃してください。

エンジンオイルが不足していませ

んか。

エンジンオイルを補給してください。

過負荷運転をしていませんか。 走行速度をおとし，モア刈高さを上げ

負荷を軽くしてください。

 
警告

 

章 不調診断のしかた

状 況 点 検 箇 所 処 置

エンジンの力がない。 エアクリーナが目詰まりしていま

せんか。

エアクリーナを点検、清掃してくださ

い。

スロットルレバーが最高回転の位

置になっていますか。

レバーを左側いっぱいの最高回転位置

にしてください。

マフラ，スパークアレスタが目つ

まりしていませんか。

排気口，スパークアレスタの点検・清掃

燃料の通路が目つまりしていませ

んか。

燃料フィルタ，燃料通路の清掃

サービス工場で修理または交換。

圧縮圧力が不足していませんか。 スパークプラグが緩んでいませんか。

サービス工場で修理してください。バルブクリアランスの調整は適正

ですか。

モア内部に草の巻き付きや土の付

着がありませんか。

点検，清掃・排除してください。

クローラの張りは適正ですか。

張り過ぎていませんか。

点検，調整してください。

クローラ周辺に異物が引っ掛かっ

ていませんか。

点検，清掃・排除してください。

マフラから白煙が出る。 エンジンオイルの量が多くありま

せんか。

オイルが適量になるまで抜き取る。

エンジンオイルの粘度が低すぎま

せんか。

適度な粘度のオイルに交換する。

２．走行・油圧関係

車速が上がらない

モアの回転が上がらな

い

駆動ベルトがゆるんでいま

せんか。

ベルトの張り調整，または交換をして

ください。

モア駆動ベルトがゆるんでいませ

んか。

ベルトの張り調整，または交換をして

ください。

オイルフィルタが目つまりしてい

ませんか。

フィルタ交換してください。

オイルタンクのオイルは規定量は

いっていますか。

オイルを規定量まで補給してくださ

い。

オイルタンクのオイルに空気，水

ゴミが混ざっていませんか。

オイルの交換をしてください。

サービス工場で点検・修理。

スロットルレバーが最高回転の位

置になっていますか。

レバーを左側いっぱいの最高回転位置

にしてください。

リモコン送信機の速度調整ダイヤ

ルは適正な位置になっています

か。

ダイヤル位置の確認・再調整をしてく

ださい。
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章 不調診断のしかた

３．ゴムクローラ関係

クローラが外れやすい 足回りに異物が引っ掛かっていま

せんか。

点検，清掃・排除してください。

クローラの張りは規定量ですか。

ゆるんでいませんか。

点検，再調整してください。

クローラに著しい損傷はありませ

んか。

点検，必要に応じて交換してください。

転輪，誘導輪は損傷していません

か。回転していますか。

点検，グリスアップしてください。

必要に応じて交換してください。

凹凸の激しい路面で旋回していま

せんか。

起伏のゆるやかな場所で旋回するよう

にしてください。

許容以上の傾斜地で使用していま

せんか。

度以上の傾斜地では使用しないよ

うにしてください。

４．電装品関係

モアが上昇しない

モアが下降しない

モア昇降用ヒューズが切れていま

せんか。

ヒューズの点検，交換してください。

本機のモア昇降スイッチが故障し

ていませんか。

スイッチを交換してください。

電動シリンダが損傷・破損してい

ませんか。

電動シリンダを交換してください。

電気配線に損傷や，アースのゆる

みはありませんか。

点検，修理，必要に応じて交換してくだ

さい。

ランプが点灯しない

ホーンがならない

ヒューズが切れていませんか。 ヒューズの点検，交換してください。

配線の接続がわるくありません

か。

点検して確実に接続してください。

電球がきれていませんか。 ランプを交換してください。

５．モア関係

モアを回転させると

異常振動がする

ナイフの欠け，脱落はありません

か。

ナイフの欠け，脱落箇所に新品のナイ

フを取り付けてください。

ナイフ軸のバランスウエイトに損

傷はありませんか。

サービス工場で修理してください。

ナイフ軸のベアリングホルダに変

形，損傷はありませんか。

サービス工場で修理してください。

モアカバー内部に草や異物の巻き

付き，土の付着がありませんか。

点検，清掃・排除してください。

モア駆動 ベルト，プーリに損傷

はありませんか。

点検，調整，必要に応じて交換してくだ

さい。
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章 不調診断のしかた

３．ゴムクローラ関係

クローラが外れやすい 足回りに異物が引っ掛かっていま

せんか。

点検，清掃・排除してください。

クローラの張りは規定量ですか。

ゆるんでいませんか。

点検，再調整してください。

クローラに著しい損傷はありませ

んか。

点検，必要に応じて交換してください。

転輪，誘導輪は損傷していません

か。回転していますか。

点検，グリスアップしてください。

必要に応じて交換してください。

凹凸の激しい路面で旋回していま

せんか。

起伏のゆるやかな場所で旋回するよう

にしてください。

許容以上の傾斜地で使用していま

せんか。

度以上の傾斜地では使用しないよ

うにしてください。

４．電装品関係

モアが上昇しない

モアが下降しない

モア昇降用ヒューズが切れていま

せんか。

ヒューズの点検，交換してください。

本機のモア昇降スイッチが故障し

ていませんか。

スイッチを交換してください。

電動シリンダが損傷・破損してい

ませんか。

電動シリンダを交換してください。

電気配線に損傷や，アースのゆる

みはありませんか。

点検，修理，必要に応じて交換してくだ

さい。

ランプが点灯しない

ホーンがならない

ヒューズが切れていませんか。 ヒューズの点検，交換してください。

配線の接続がわるくありません

か。

点検して確実に接続してください。

電球がきれていませんか。 ランプを交換してください。

５．モア関係

モアを回転させると

異常振動がする

ナイフの欠け，脱落はありません

か。

ナイフの欠け，脱落箇所に新品のナイ

フを取り付けてください。

ナイフ軸のバランスウエイトに損

傷はありませんか。

サービス工場で修理してください。

ナイフ軸のベアリングホルダに変

形，損傷はありませんか。

サービス工場で修理してください。

モアカバー内部に草や異物の巻き

付き，土の付着がありませんか。

点検，清掃・排除してください。

モア駆動 ベルト，プーリに損傷

はありませんか。

点検，調整，必要に応じて交換してくだ

さい。

 

章 不調診断のしかた

６．リモコン送信機関係

本機との通信が切れる

勝手に電源が切れる

リモコン送信機のバッテリは充電

されていますか。

バッテリ充電

バッテリ交換

電波の届く範囲ですか。

障害物や遠距離等で電波が途切れ

ると安全のため自動的に電源が切

れます。

電波の届く範囲で使用する。

本機との間に障害物が無い位置で操作

をする。

他の電波のノイズ影響をうけてい

ませんか。

電波障害のひどい場所では使用しない

でください。

リモコン送信機のバッ

テリの減りが早い。

バッテリの寿命ではありません

か。

長期にわたり充放電を繰り返し使用す

るうちにバッテリ容量は徐々に減少し

ていきます。バッテリ残量の減りが早

くなったと感じたら早めにバッテリを

交換してください。

電源を入れ放しで放置していませ

んか。

使用していない場合は，リモコン送信

機の電源を切ってください。

走行が停止しない 走行レバーの根本に砂や異物が挟

まっていませんか。

電源を切り，挟まった異物等をきれい

に取り除いてください。

．エラーコード一覧表

リモコン送信機にエラーコードが表示されたら、

エラーコード内容を確認し、お買い上げの販売店

・または弊社営業所にお問い合わせください。

●エラーコードはリモコン送信機の液晶モニタ

の の部分に表示されます。

エラー一覧

表示数字 ３桁目（ の位） 桁目 １０の位 １桁目（１の位）

傾斜角度 度未満 異常なし

０の表示のみ傾斜角度 度以上 傾斜センサ異常

傾斜角度 度以上 電動シリンダセンサ異常

３ なし 傾斜 シリンダセンサ両方異常

例： ２１ と表示された場合は， 傾斜センサが異常発生，且つ，本機の傾斜角度が 度以上

であることを意味します。

 注意
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１１章 その他

．主な消耗部品

本機関係

部品コード 名称 個数 台 備考

０８０１０９１６５ 駆動 ベルト ２

Ａ４００５００１０ オイルフィルタエレメント ２ カートリッジ型

３１０１４１１３０ 吸気スクリーン

３７６０８０１２０ ゴムクローラ ２

Ａ２１８９０００２ シバウラＨＳＴオイル ２０ 缶

３９９７６０１３０ テンションローラ ベルトクラッチ部

３８９５１０８９０ バッテリ １

モア作業機関係

部品コード 名称 個数 台 備考

５８０２０２３１０ ナイフボルト ナイフ５０本

ボルトナット各２５個

５８０２０２２９０ ナイフ ナイフ５０本

５８０１１０１３０ ナイフ 単品

０８０３２００３６ モア駆動 ベルト ２

５８０２０２０３０ ボルト ナイフ用 単品

５８０１５１３３０ ナット ナイフ用 単品 ナット

５２４３６３３５０ ゴム 飛散防止 前

５２４３６３３６０ ゴム 飛散防止 後

電装品関係

部品コード 名称 個数 台 備考

３８５４１０４００ ヒューズ：スローブロー３０Ａ ３０Ａ：ミニ型

３８５４１０２８０ ヒューズ：１０Ａ－ブレードＭ ４ １０Ａ：赤色

３８５４１０２９０ ヒューズ：１５Ａ－ブレードＭ ２ １５Ａ：青色

３８５８９１１７４ バッテリ リモコン送信機用

２．標準付属品

部品コード 名称 個数 台 備 考

３８５０７１５００ ソウシンユニット １

３８５８９１１７３ チャージャー １ リモコンバッテリ用

３８５８９１１７４ バッテリ ２ リモコン送信機用

３８５８９１１７５ ＡＣアダプタ １ リモコンバッテリ用

３８５８９１１７６ ベルト １ リモコン送信機用

３００８１３６５０ 取扱説明書 １
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１１章 その他

．主な消耗部品

本機関係

部品コード 名称 個数 台 備考

０８０１０９１６５ 駆動 ベルト ２

Ａ４００５００１０ オイルフィルタエレメント ２ カートリッジ型

３１０１４１１３０ 吸気スクリーン

３７６０８０１２０ ゴムクローラ ２

Ａ２１８９０００２ シバウラＨＳＴオイル ２０ 缶

３９９７６０１３０ テンションローラ ベルトクラッチ部

３８９５１０８９０ バッテリ １

モア作業機関係

部品コード 名称 個数 台 備考

５８０２０２３１０ ナイフボルト ナイフ５０本

ボルトナット各２５個

５８０２０２２９０ ナイフ ナイフ５０本

５８０１１０１３０ ナイフ 単品

０８０３２００３６ モア駆動 ベルト ２

５８０２０２０３０ ボルト ナイフ用 単品

５８０１５１３３０ ナット ナイフ用 単品 ナット

５２４３６３３５０ ゴム 飛散防止 前

５２４３６３３６０ ゴム 飛散防止 後

電装品関係

部品コード 名称 個数 台 備考

３８５４１０４００ ヒューズ：スローブロー３０Ａ ３０Ａ：ミニ型

３８５４１０２８０ ヒューズ：１０Ａ－ブレードＭ ４ １０Ａ：赤色

３８５４１０２９０ ヒューズ：１５Ａ－ブレードＭ ２ １５Ａ：青色

３８５８９１１７４ バッテリ リモコン送信機用

２．標準付属品

部品コード 名称 個数 台 備 考

３８５０７１５００ ソウシンユニット １

３８５８９１１７３ チャージャー １ リモコンバッテリ用

３８５８９１１７４ バッテリ ２ リモコン送信機用

３８５８９１１７５ ＡＣアダプタ １ リモコンバッテリ用

３８５８９１１７６ ベルト １ リモコン送信機用

３００８１３６５０ 取扱説明書 １

 

１１章 その他

３．仕様緒言

型 式 名 ＳＨ９５０ＲＣ

機

体

寸

法

全 長

全 幅

全 高

最低地上高 作業機除く

ク ロ ーラ 中心間距離

ク ロ ー ラ 接 地 長

ク ロ ー ラ 外 幅

ク ロ ー ラ 幅

本 体 質 量 モア付

車 両 接 地 面 圧

エ

ン

ジ

ン

型 式 名 バンガード

種 類 空冷 サイクル ガソリン

気 筒 数

総 行 程 容 量

定 格 出 力 ネット表示 グロス

最 大 ト ル ク ・

燃 料 タ ン ク 容 量

オ イ ル 容 量

車

両

性

能

走 行 駆 動 方 法 電子制御式可変ピストンポンプ ＋ 左右独立駆動モータ

ゴムクローラ、リモコン操作 本レバー式

走 行 速 度 前 進

後 進

静 的 安 定 性 左 右 °

登 坂 能 力 °

バ ッ テ リ サ イ ズ

油 圧 作 動 油

作

業

機

有 効 刈 幅

刈刃地上高作動範囲

刃 数 枚

刃 の 回 転 方 向 ／ ・アッパーカット／ダウンカット

リモコン操作切換式

そ
の
他

安 全 機 構 ピストンポンプ モアクラッチ 時は始動不可 、リモ

コン操作 エンジン始動、非常停止スイッチ、傾斜警告装

置

作 業 能 率 作業条件により変動します

４．特徴

１） 低重心により最大 °の法面に対し、等高線に沿った草刈作業ができる。

２） クローラ使用により斜面での横滑りをしにくい。

３） リモコン操作によりオペレータが安定した姿勢で草刈作業ができ安全安心。

４） ハンマーナイフ式の草刈部により、あらゆる雑草に対応でき作業回数も削減できる。

５） 機体の大きさ重量は軽トラックに搭載可能なコンパクトサイズ。
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線

図

 

配線図
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．

油
圧

回
路

図

 

６．油圧回路図
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１１章 その他

７．締付トルク一覧

ボルト・ナット

ネジ

寸法

並 目 細 目

強度

区分

ネジ

ピッチ

締付トルク 締付トルク

・

ネジ

ピッチ

締付トルク 締付トルク

・

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

〔注意〕● 強度区分はボルトヘッドマークを参照してください。
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１１章 その他

７．締付トルク一覧

ボルト・ナット

ネジ

寸法

並 目 細 目

強度

区分

ネジ

ピッチ

締付トルク 締付トルク

・

ネジ

ピッチ

締付トルク 締付トルク

・

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～

10T, 10.9 ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

4T, 4.8 ～ ～ ～ ～

7T, 8T, 8.8 ～ ～ ～ ～

10T, 10.9 ～ ～ ～ ～

〔注意〕● 強度区分はボルトヘッドマークを参照してください。

 

１１章 その他

［油圧ホース・油圧パイプ・アダプタ］

・ＪＩＳ Ｏリングボス用アダプタおよび油圧配管ユニオンナット

Ｇ

締付

トルク

Ｎ・ｍ

・

六角対辺幅

・ＳＡＥ Ｏリングボス用アダプタおよび油圧配管ユニオンナット

ＵＮＦ ・ ・

締付

トルク

Ｎ・ｍ

・

六角対辺幅

・管用テーパネジ油圧アダプタ

Ｒ

締付

トルク

Ｎ・ｍ

・
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